














































































































明治６．３．２旧１ ３．３個３．４脚３．５ｍ ３．６巾３．７燭 年月日
ハーグに逗留〃〃〃〃ハーグを出発（オランダ出国） 入国・出国
ポルスブルック、ファン・デル・タックらに案内されてアムステルダムに赴く。「王宮」「美術館」「水晶宮」ダイヤモンドの「研摩工場」その他を見学。夜、ファン・デル・タック宅の招宴に臨む。フォールスホーテンの「王立オランダ金銀器製造工場」を見学。夜、「王立フランス劇場」で観劇。岩倉と伊藤、外務省を訪れ、条約改正問題で協議。夜、ポルスブルック宅の晩饗会に出席。スヘベーーンゲソへ遊覧。木戸副使らはアムステルダムに赴き、「北海迎河」「オランダ商駆会社」「オランダ銀行」「トレスリング石板印刷会社」などを見学。夜、フレデリック公主催の晩饗会に出席木戸副使、アムステルダムの「動物園」を見学。夜、ヘンドリック公の招宴に出席。午前八時、ライン鉄道で一同ベルリンへ向う。 関迎副『項
一年十ケ月後の明治六（一八七三）年九月十一一一日帰国した。同使節団の目的は、『大日本外交文書』所収の「大使全
書」第十一号にくわしいが、大きく分けて次の三つであった。
｜、幕末に結ばれた条約締盟国と親交の情誼（友好関係）を厚くするために、訪問国の元首に、「国書」を捧呈し、
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
岩
倉
使
節
団
く
い
し
ん
かつ聴問（注・贈ｎソ物を持って訪問する意）の礼を修めること。
一一、明治五年五月一一十六日（陽暦一八七一一年七月一日）が、幕末に結
んだ条約の改正期限に当たるため、その予備交渉を行なうこと。
一戸木三、欧米各国の文物・制度をよく調査・研究して、日本の近代化の手
旧本とすること。
刈叫か藍団の主なりバーは、ｌ
岩
と
も
み
癖特命全権大使（右大臣）・………：岩倉具視（四十七歳）
保越（副使）
らか左
た
か
よ
し
参議・…：……・…………：木戸孝允（三十九歳）
大蔵卿．…・…・・…：………大久保利通（四十一一歳）
工部大輔・……………：…伊藤博文（三十一歳）
五
（二等護記官）
二等書記官）
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
岩
价
極
節
団
牟
お
よ
し
外務少輔…・……・……・…山口尚芳（一一一十三歳）
し
ろ
し
と
外務少記………い，……鮴渡辺桃基（一一十四歳）
外務七等出仕…………小松瀞滞（一一十五歳）
「
と
う
た
だ
す
同……………………ｇ林董一一一郎（葦、一一十一一歳）
同…・…………………・・長野桂次郎（二十九歳）
同。……・………………，山内六三郎
＊
や
す
か
ｆ
外務少丞…………・・・…田辺太一（四十一歳）
＊
あ
つ
の
ぷ
外務大記…・・………，‐‐’塩田篤信（三郎、一一十九歳）
＊
 
同……：…………，……福地源一郎（三十一歳）
８
の
り
ゆ
さ
外務六等出仕…………付礼之（一一一十一一歳）
六
（理事官）
（大使随行）
（四弊書記官）
（三等書記官）
オランダにおける岩倉使節団
や
ｆ
し
外務大記……：……・野村鏑（三十歳）
う
つ
み
神奈川県大参事・・・…内海忠勝（二十九歳）
の
ぶ
と
し
兵庫県権知事・・・……中山信彬（’一一十歳）
や
Ｔ
か
ザ
租税権頭…・………：安場保和（一二十七歳）
や
す
な
か
式部助………．：…五辻安仲 上鎧つ
れ
外務大録：。…………安藤忠経（太郎、一一十五歳）
注貞』・エし
文部大助教……：．…池田政愁
中
か
ん
ど
会
川路寛堂（一一十八歳）
七
いま挙げた者以外に大勢の随行員がいるが、煩雑になるばかりか、史料によっても人数に異同があるようなので掲
げないことにする。次に使節団がオランダに入国するまでの跡をさかのぼり、それを略記すると次のようになる。
明治四年十一月十一一日（陽暦一八七一年十二月一一十一一一日）横浜出帆。
（会計兼務）
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
岩
倉
使
節
団
上
け
い
ら
権少外史：。…………久米丈市（邦武、一一一十一一一歳）
た
が
ゆ
き
司法大輔……・…：…佐灸木高行（四十一一歳）
あ
き
よ
し
陸軍少将：……・……山田顕義（一一十八歳）
み
も
と
み
侍従長………・……：東久世通赫（一二十九歳）
中
上
の
よ
し
造船頭…・…：………肥田為良（浜五郎、四十一一歳）
う
り
う
ふ
る
う
鉄道中属・…：………瓜生震（十九歳）
み
つ
め
８
戸鰯頭・…………・…・田中光顕（一一十九歳）
ふ
じ
０
←
ろ
文部大丞・………・・…田巾‐不二膳（一一十七歳）
＊は幕臣、この名鰍は、田中彰『岩倉使節団』（講談社現代新譜）と大久保利謙編「岩倉使節派遣並に
復命関係史料集」（『岩倉使節の研究』所収）にもとづいて作成した。
八
ベルギーには約一週間滞在し、一一十四日の午後アントウェルペン（シ員乏の愚のローープリュッセルの北四十七キロ、
スヶルデ川右岸の町）よりオランダに向った。『特命全権大使米欧回憶実記』（椛少外史久米邦武と書記官畠山義成に
よ
る
視
察
報
告
）
に
は
次
ｕ
よ
う
に
あ
る
。
アントゥェルペン塗立った一行は、．‐ゼンダール（ざ・…騨騨一ｌベルギー鬮境の北セキ回に位置する町）に
オランダにおける岩倉使節団
九
二十四日（白耳義ヨリノッ、キ）
三崎四十分「アンゥニルプ」駅ヲ発し、四崎四十分二剛の鬮境「ク画センタゥン」（宛ｇ…圏一のことＩ雛辮注）二途ス・
臘鬮ヨリノ接伴トシテ、元日本公使「フロスブロク」（ポルスブルックＩ鑛者注）氏一元側本領鞭鱸「ハンデル・タック」（フ
か
ん
せ
つ
了ン・デル・タックー鑓辮注）氏、此マ｜ァ出迎へ、駅舎二於テ欽鍍ス、爾鬮ノ銚鐇〈・軌ヲ相嬢丞、鬮境ニデ帆亨カヘルノ
わ
ず
ら
血
わ
煩ヒナシ、旅客〈駅舎ニテ、税吏ヨリ荷物ヲ改〆抽税シ、査駅了リ即チ発車スルナリ
（同年日本で太陽暦を採用する。）
明治六年一一月十七日（陽暦一八七
同年十一一月六日（陽暦一八七一一年一月十五日）サンフランシスコ到着。
明治五年七月三日（陽暦一八七二年八月六日）ボストン出発。
同年七月十四日（陽暦一八七一一年八月十七日）ロンドン到着。
同年十一月十六日（陽暦一八七一一年十一一月十六日）パリ到着。
八七三年一一月十八日〉パリを立ち、同日ベルギーのブリュッセルに到着。
また『アムステルダム新聞』（ショ⑩［の『８日のＳのＣ○■『：〔一八七三・一一・二五）の記事は次のようなものである。
本日、日本使節が到着した。以前駐日オランダ公使であったグラーフ・ポルスプルックと元駐日領事タック氏は、日本使節を
出迎えるためにローゼンダールに赴いた。
二月二十四日
ハーグ
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
岩
倉
使
節
団
’○ 
（２） 
着いたとき、オランダ側の接待委員ポルスブルックとファン・一ア
（３） 
ル・タックらの出迎えを受けた。この出迎えのことは現地の新
ク均聞に出ている。たとえば『新ロッーテルダム新聞」（ｚ一⑦巨乏の
Ｊ
 
五両。［［のａ四日のＯ胃Ｃ○日目【’八七一一一・一一・一一五）は、次のように
坪報じている。
の代孝史
二
月
二
十
四
Ⅱ
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
封日駐オーフンダ政府の名においてローゼンダールで歓迎を受けた日本使節は、
オランダ鉄道によってハーグに向い、今夕七時半頃ベルギーより当地に
到着した。
一行はマース河岸の波止場で下船した後、馬車に分乗し、ロッーナルダムの中央駅（別名デルフセ・ポールト
ロ巴津の島の勺。。Ｒ）に向い、そこからオランダ鉄道（四○一一四己⑪：①のｂＣＣ同弓の、）でハーグに赴いた。埠頭から同駅に向
う途中、市のたたずまいを熟視したと想像されるが、ロッテルダムの第一印象は、運河の多いことであったと思われ
る
．
そ
の
後
の
動
静
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
｜やがて一行を乗せた汽車はローゼンダールを発したが、オランダとベルギーの国境あたりでは数マイルにも及ぶ松
ふ
林を見、それを過ぎると畑やみぞなどを見た。農家の屋根は麦わらで葺かれていて、壁はレンガで出来ていた。村聿と
とり囲いているのは樹木であり、オランダ名物の風車も見られ、水を汲み上げていた。そのうちに汽車は何幅が千二
百メートルもある「メーセ川」（冨息の川のことか？）の鉄橋を渡り、しばらく進むとまた川があってそれを渡った。
（４） 
や
が
て
汽
車
は
「
レ
ル
ェ
チ
」
（
不
詳
）
の
河
岸
に
達
し
た
が
、
そ
こ
で
鉄
道
は
終
っ
て
お
り
、
一
行
は
こ
こ
で
下
車
し
、
川
船
に
乗
り換え、ロッテルダムに向った。その様子については次のように記している。
て
つ
ど
う
妃
⑭
わ
だ
ロ
ッ
ト
ル
ダ
ム
ミ
＋
卜
「レルェチ」ノ河岸ニ達シ、鎖道尽ク、此駅ニテ車ヲ下り、渡航二上り、河ヲ済リテ、鹿特坦府ノ岸一一達ス、此河岸ノ馬頭
つ
凸
し
て
ん
（埠頭の意‐－１筆者注）ヨリ、府中ヲスキテ、蒸気車駅二至ルマテハ、馬車ニテ接渡シ、鹿特坦ノ市街ハ、河渠交錯し、市塵
ほ
う
ふ
つ
（市中の商店の意‐ｌ鑛慧注）〈水（運河の意かｌ筆者注）狭ミテ鐘シ、我東｛膿ノ深川二坊徽クリ（讓カナルハ後二記震）
（『特命全椛大使米欧回覧実記』）以下『米欧回覧実記』と略記する。）
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
岩
倉
使
節
団
Ⅲ 
IRP小入圷型鵯幻卜･頚鍾埋橿囿
ニ
ノ
、
－
1870年代の
〔ロッテルダムの地図〕
犀=ｒ~:iＳ
Ｗ
ｌ
Ｙ
 
へ`員`夛鰯ハ ､ 
オ
ー
ス
テ
ル
カ
ー
デ
「
￣
・テ●。。■●●勺ｃｃ■－＄
藍
必
;〆、
、
マ
ー
ス
川
l３ｉ 
、
、
lfiifi+kli三
j
Ｌ
 
化冊
〔リ
フ
ェ
と
Ｌは
至
を示す
凸
ロ
ー
ゼ
ン
ダ
ー
ノ
セ
シ
ム
ハ
ー
ゲ
是ヨリ再上蒸気車一一上り、八時一一一十分二、海牙府ノ「ホテルフーレー」一一宿ス、旅館ハ政府ヨリ供シ、食飲ノミヲ使節ニテ弁
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
岩
倉
使
節
団
と
あ
る
。
一行はハーグの「オランダ鉄道駅」（⑫日［】。ご酉。一一：□の：ｍのごＣＣＨ三⑦噸）
鰯に到着後、日本人（名前不詳）の出迎えを受け、しばらく休息したのち馬
収者車に分乗し、「オテル・ポーレ」（四つ【の一宅囚巨－，Ｎ）に向い、オランダ滞在中、
鏑Ⅲ
こ
こ
を
旅
續
と
し
た
．
こ
の
ホ
テ
ル
は
、
〈
「
グ
市
の
中
心
識
ｌ
コ
ル
｜
了
う
謙
‐
卜才ルハゥト【。『（のく。。『冒具街一一番地（旧番地）、王立劇場の向い側に位置
ポし、客室五十、主として英仏の旅行者のひいきを受けたが、現存しない。
（５） 
玉いずれにせよ当時の一流ホテルであった。この日の空模様は雪であったか
レーアら、旅装を解いた後、暖かな暖炉のそばでほっと一息ついたものにちがい
Ｊ
 
伸ない。
孵翌一一十五日も雪がふった。「雪猶ヤマス」とある。ハーグ市の情景と特
（６） 
８
 
１
徴
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
ハ
ー
ヘ
海
牙
府
〈
、
或
ハ
坪
ン
け
い
し
テ「ヘソグ」卜云、蘭国，／京師（国王の住んでいる所の意
弓
米
欧
回
覧
実
記
己
一一一
これによると当時のハ１グの人口は約九万人。運河が市を取りまいており、河岸には樹木が多かったことがわかる。
現在は埋め立てられた運河も多く、樹木も少ない。当時のハーグは馬車の往来は少く、清潔で静かな街であったよう
だ。オランダ人が木を大切にするのは、国土は低く、山地が無いからであろう。
使節は、オランダに入国する前に、謁見を乞う旨の書簡と国書の写しをあらかじめオランダ外務省の方へ送ってお
いたが、程なく、謁見がかなうとの連絡を宮内大臣より届いた。
この日の午後三時ごろ、宮内庁差し回しの馬車と護衛の騎兵隊がオテル・ポーレまで使節らを迎えに来た。使節と
随行する書記官は次のように馬車に分乗した。
と
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
岩
倉
使
節
団
一四
ｌ蕊者注）ニーズ国王此二騰住ス、其地北緯五十二度四分二十秒東経四度一六分二位シ、人口九万・三百七十七人アリ、府
こ
う
ひ
よ
征
ぐ
ち
た
ん
皿
り
わ
り
８
つ
十
う
ぬ
ぐ
中（鳳府の意ｌ蕊肴注）ハ処処一一鰄渠（迦河の蔵ｌ筆者注）亨回シ、水辮トシテ渠二満子樹木鯵懲トシテ鐸ヲⅢり・闘人ハ
よ
ど
潔艤ナルヲ以テ、樹二廃校ナク、水二塵芥ナク、街路ミナ｜塵二汚レス、気象（性質の意ｌ筆者注）圏ラ祷潔ナリ、府中二東
励
み
ご
り
か
い
か
つ
馬ノ馳行笹タ少シ、終日喧鷺ノ声（口やかましく騒ぐ意－１雛者注）ヲキカス、其家屋ニハ恢闘二窓眼ヲ開キ、金屋ミナ窓ナリ、
あ
か
が
わ
ら
か
凡
て
い
壁〈鰄瓦ニデ蘂ク、石造壜少ケレトモ、篝鰻ノ鱸第（邸宅の意かｌ鑛潜注）鱗ル多ソ、其選築ノ法〈、自ラ英仏両国二蕊十リ、
匡
新約克（不詳－－錐者）ノ市街ヲ回想スルニ、其光景目ラ相肖タルモノァリ、彼地ハ会テ蘭人ノ開ク所ナレハ、其遺風ヲ猶在七
な
如
方
ル熟市街ヲ關ク法そ、亦仏鬮二曇ナリ、街路錯雑ナル処〈、其礪健二両蕊瓦二蝿スルニ足ルノミ舸頭（大通りの意かｌ縦
し
よ
う
と
う
ス
ク
ワ
ヤ
丁
な
い
さ
げ
者注）処処二広域ヲ存シ、石像銅像ヲ環立シ、柚ルー緑樹ヲ以テス、其広街ハ、樹茂シ沙潔ヨク、一ノ長苑ヲナス、蘭国二樹少
さ
部
シ、笹夕樹ヲ愛惜ス、老幹様牙（古い木がごつごつしている意－１筆者注）タルモノ多シ
弓米欧回覧実記二
ら
ゆ
う
か
ん
「我天皇大業を中奥し（統治権を取りもどした意Ｉ‐‐‐Ｌ筆者注）政治を一新せられ死に外交の重きを察し、特に我曹 わがそ
う
（われわれの意１－－筆者注）を結盟各国に派出せられ今”蕊鰹く陛下の引接を得、恭く我天皇の手書（手翰の意ｌ
う
ゃ
う
や
し
き
い
‐‐‐筆者注）を奉すること実に我曹無上の栄なり。我天皇の志すところは、戦て書中にあるかことく極か友誼を厚くし、
八
い
せ
い
か
わ
永世漁ることなからんを顕すにあぃソ。殊に貴国の我国に於る其信を通する事鴎に一一一百年四挺悴およひ学問術芸貴国に
も
と
ひ
し
せ
き
資りて我益を稗くること勘からす。我曹陛下に肥尺するの期を以て面た、ソ（近くで拝謁する機会に恵まれたの意か
ま
た
－－－１筆者注）、其実を上陳する事、我曹の悦に堪さる処にして、亦恐くは陛下の聞くことを喜ひ玉ふ処なるへし・我
も
つ
じ
宰
曹又此会を以て陛下の寿（長生きの意－－－‐筆者注）、且貴国の平安を祈る」
と日本語で挨拶すると、ポルスブルックがこれをオランダ語に訳した。これに対するウイレム’一一世の答詞は次のよう
オランダにおける岩倉使節団
一五
んだ。殿中央』
岩倉大使が、
第一車………ポルスプルック・田辺太一。
第二車……。：伊藤博文・山口尚芳。
第三車………木戸孝允・大久保利通。
第四車……・・・岩倉具視・式部次官（スハウブルフ）。
第五車：……・栗本貞次郎・安藤忠経・タック。
一行は馬車の前後を騎兵隊に護られながら王宮に向い、やがてそこに着くと、近衛兵一大隊が左右に整列しており、
日本使節を《奏楽捧銃礼》をもって迎えた。式部長官が出迎え、一同をまず外務大臣に会わせた。そのあと正殿に進
じ
り
つ
んだ。殿中央には国王ウィレムーニ世が立っており、侍従らその他の朝臣らも侍立していた。
なお、前日（一一十四日）とこの日の日本使節の動向については、『新ロッテルダム新聞』（寓目葛の閃（）耳の『８‐
日の：の、目『目【一八七一一一・一一・一一六）がくわしく報じている。
「朕深く日本皇帝陛下の厚礼丁寧を感銘し、使節貴所（貴下の意か１１筆者注）等を待つこと歓喜斜ならす。貴国
と荷蘭国との交際こ鶴に年久しく織騨なるは、朕常に害ふ所にして其交の陸しきより、貴国の術芸にも益ある条、朕
⑪
つ
ま
き
ん
じ
こ
ん
ゆ
う
き
あ
つ
実に欣慰に堪へす。尚更に爾今（一）れからの意１１筆者注）両国の間愈旧友の誼厚からんこと疑なかるへし。朕今其
皇帝陛下の政府盛美不変大平永久と陛下の幸福とを祈る」。
これらの言葉は、ポルスブルックが口述したものであったが、実際訳したのはライデン大学のホフマン博士であっ
なものであった。
た
◎ 
た？
｡～〆
謁
見
当
日
の
模
様
に
つ
い
て
『
米
欧
回
覧
実
記
』
は
次
の
よ
う
に
い
う
。
謁見式がおわると、岩倉は三拝して退き、国王の侍従らにも一礼して退室した。玄関まで式部長官が一行を見送っ
マ
マ
ウ
財
ヤ
ム
四時二宮内省ヨリ乗車ヲ装上、騎兵ヲ謹衛トシテ、宮内ノ長官来り迎へ、王宮二至Ⅱ／維廉第三世陛下二謁見ス（謁見式二見
へ
ん
し
よ
う
１）、海牙ノ王宮ハ、市中ニァリ、規模偏小（狭くて小さい意ｌ‐‐‐筆者注）ニーテ、建築モ宏壮ナラス、其造櫛ニハ、一種ノ形式
ヲ
用
上
、
英
仏
諸
国
ノ
王
宮
卜
異
ナ
リ
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
岩
倉
使
節
団
’一ハ
今日の午後一一一時ごろ、近侍で式部官のスヌヶルト・ファン・スハウプルフ男爵は、六頭立ての盛装した馬車に乗り、その他の
宮廷の馬車を伴ない、先導して「オーテル・ポーレ」に赴いた。それはそこにいる日本使節の面々を迎え、国王陛下の引見を受け
させに王宮まで案内するためである。次いで今、ヨーロッパ風に正装した（金で刺しゅうしたフロックコート、一一一角帽、剣など
ご身分の高い人たちは、用意された馬車に乗った。
先頭の馬車には、わが帝室のもと弁理公使グラーフ・ファン・ポルスブルック氏が乗り、｜方、使節の首席である岩倉大使は
正装した馬車に乗った。随員たちは堂々と着座すると、馬車は軽騎兵の一隊の先導と護衛をうけて王宮へ向けて動き出した。
道筋はフォールハウト、クネンテルデイク、ヘウルストラーチエなどであった。
王宮に到着すると、そこには近衛連隊の儀仗兵と猟騎兵らが整列していた。かれらは使節一行がそばを通りすぎるとき、栄誉礼
ラ
ッ
パ
をもって迎えた。一方、痢叺手は。ハレード・マーチを吹いた。
みられた。
すでにヨーロッ．〈各鬮を歴訪した日本使節は．昨日来当地にいる・昨日の午後三時に、使節一行のうちの何人かｌ使用人ら
は当ハーグに到着し、「オーテル・ポーレ」に投宿した。すでに当地にいる書記官のうち一一名は、昨晩八時にオランダ鉄道の駅に
向った．そこで更に使節の面々ｌ大使および高寳らを迎えるためである．
使節一行は八時二十分の汽車で当地に到着したが、以前駐日弁理公使であったグラーフ・ファン・ポルスブルック氏と元駐日
オランダ領事ファン・デル・タック氏らが随従していた。両氏ともローゼンダールまで使節を出迎えに赴き、オランダ領のその
地で使節一行にあいさつをした。
駅の待合室ですこし休息したのち、身分の高い訪問者らは、準備のととのった馬車に乗り「オテル・ポーレ」に行った。
使節一行のほとんどの者が英語を微っており、全員がヨーロッパ風の装いである。駅とホテルには好奇心に窟んだ人々の姿が
ツク氏である。
今日の午後十二時半に、使節の首席五名は外務省で大臣の引見をうけた。かれらを紹介したのは駐日公使であったポルス・フル
二月二十五日
ハーグ
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
岩
倉
使
節
団
一
七
と
あ
る
。
また一一十六日付の『ラィデン新聞』（Ｆの己の８の０．口『四日）の一‐最近の情報」厘貝⑩〔の国の己、三のロという欄には、次
同夜、外務大臣邸で催されたレセプションについては、『米欧回覧実記』に、
バ
ロ
ン
○夜外務宰相巴倫〈爵名〉「ヘリーキテ、ヘルウェイネン」氏の邸宅ニテ「ソワレイ」ノ享会アリ
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
岩
倉
使
節
団鵜
一一八
国王は正装した朝臣、侍従、さらに宮廷の面々、外務大臣らの［曰の前で、使節
卯を引見した。使節はグラーフ・ファン・ポルスブルックのとりなしで国王の拝謁
ょを賜ったのである。
御謁見がすむと、冬睦撰節は再び自分たちのために充用されている馬車に乗り、来
驍たときと同じ順序で「オテル・ボーとまで送り届けられた。
回はげしい俄雨にもかかわらず、高批なる外国人を近くで見ようと、おびただし
繩い人々が出ていた。かれらは搬鍍と外観からだとヨーロッパ人と少しも違わない
価が、ある点で以前やって来た使節とだいぶ異なる。前回の使節は風愛りな和服で
壷現われた。
の今日の夜九時に、外務大臣邸で外交的な大レセプションが催され、そこへ日本
→使節らも出席することであろう。
、ノ私たちの市民、ポンペ・ファン・メール｝テルフォールト医師は、使節がハーグ
に滞在する間、主治医を勤めることであろう。
一一十六日、前日まで降っていた雪は雨に変わり、夕方には晴れた。明け方より寒気はだいぶゆるんだが、それでも寒
いことに変わりない。この日、使節一行は汽車でロッテルダムへ向かった。市内のフェイェノール卜（『且の。。。ａ）
にあるオランダ蒸気船会社（ｚの。．、ｇｏ日す。◎（三四日⑩目：ｇ）の工場や造船所を見学するためである。一行には新
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
岩
倉
使
節
団
一九
のような記事がみられる。
さらに日本使節団の構成や同日の夜会、ポンペが主治医となったことについて、次のように伝えている。
日本使節は次の面々から成り立っている．’Ｉ岩倉・木一戸・大久保．。§（不詳）・山口・弓…。（田辺のことかｌ蕊者注）・
］：（価のことか、不詳）・田中・富田・栗本。Ｆ○○ｍ目目（不詳）・安藤・パーソン。後者はまた通訳でもある。
今日の午後十二時半に、使節の主席五名は外務省に大臣を訪ねた。かれらはグラーフ・ファン・ポルスプルックによって紹介さ
れた。今晩九時に外務大臣邸において外交的な大レセプションが催されるが、それに日本使節は出席することであろう。
私たちの市民、ポンペ・ファン・メールデルフォールト医師は、使節がハーグに滞在する間、主治医を勤めることであろう。
今日の三時半に宮廷のお召し馬車が「オテル・ポーレ」まで日本使節を迎えに行き、王宮まで騎兵一分隊が案内した。王宮で
は、王室の面々や外務大臣が居並ぶ面前で国王の儀礼的な引見を受けた。王宮には儀仗兵が整列していた。
二月二十五日
ハーグ（電報による）
水
面
よ
り
低
い
オ
ラ
ン
ダ
、
水
路
・
河
川
の
水
が
あ
ふ
れ
れ
ば
〃
水
郷
〃
と
も
な
り
、
ま
た
風
車
が
動
か
な
く
な
れ
ば
国
内
は
水
害
を
こうむると前掲書にあり、このような地勢から使節一行は、日本の銚子や新潟の河口、佐賀、熊本などの海岸の低湿
地
帯
な
ど
を
想
い
起
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
や
が
て
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
の
停
車
場
に
着
い
た
一
行
は
、
オ
ラ
ン
ダ
蒸
気
船
会
社
の
重
役
ら
の
出
迎
え
を
受
け
た
の
ち
、
そ
こ
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
岩
倉
使
節
団 団
二○
』
た
に
駐
日
公
使
に
任
命
さ
れ
た
フ
ォ
ン
・
ウ
ェ
ッ
ク
ヘ
リ
ム
と
元
駐
日
領
事
の
フ
ァ
ン
・
デ
リょ
ル
・
タ
ッ
ク
ら
が
付
き
添
い
と
し
て
同
行
し
た
。
午
前
九
時
レ
ト
ホ
テ
ル
を
出
て
汽
車
に
乗
っ
ｊ
 
錘たが、ロッテルダムに向う途中、車窓よりオランダの風土の特徴に目を向け
虚る。
欧米ｒ
 
く
一
一
十
一
ハ
日
朝
雨
ダ
ニ
晴
河運
と
み
ロ
ッ
ヂ
ル
グ
ム
の暁来寒気頓二減ス、九時ヨリ旅館ヲ発シ、蒸気車ニテ鹿特坦府二赴く、途上ミナ塗
処泥ノ田地一一テ、瀦渠縦横ナリ、村落処処一一アリ、風車閃閃（ひらめき動くさまの意ｌ
せ
ん
け
ん
い
き
ん
》ｌ筆者注）トシーナ、林樹ノ上二柚テ、水道ハ堤上ヲ流し去ル、閲国ノ平地ハ、水面ョ
て
つ
ら
Ｔ
虹
ッリ低シトハ此等ヲ調フナリ、鋏路ハ地上ヲ築上クルコト一一一尺有余ニテ、沙ヲ徹ジ、地
口
台
よ
う
こ
い
な
い
ヲ
溌
固
（
し
っ
か
り
固
め
る
意
－
－
筆
者
注
）
シ
、
修
繕
甚
タ
手
ヲ
尽
セ
リ
員米欧回覧実記」
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
岩
倉
使
節
団
〃東の埠頭〃○・ｍ［の鳥目のか、〃ド・ブームピエス〃□の国○の己已の、（文
久
遣
外
使
節
ら
は
こ
こ
か
ら
船
に
乗
り
、
対
岸
へ
渡
っ
た
）
に
向
っ
た
も
の
か
。
こ
こ
か
ら
は
対
岸
の
フ
ェ
イ
ェ
ノ
ー
ル
卜
に
渡
る
の
に
最
短
距
離
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
ざ
し
よ
う
ひ
る
が
え
せ
よ
《
此
日
ハ
、
其
河
岸
二
蒸
気
船
ヲ
蟻
シ
、
我
紅
日
の
章
ヲ
瓢
シ
テ
侍
シ
、
是
１
 
噸ヨリ上船シテ河ヲ下り、一英里許一一テ、造船所一一赴ク》とあるから、日
鑑の丸の旗がへんぽんと翻った汽船が岸につながれており、それに一同乗
く港って対岸の造船所へ向ったという一）とであろう。
罪ロッテルダムのデルフセ・ポールト（駅）から馬車で波止場へ向う途
レーア中、同市の町並みや景観を観察する間はあったことと想像されるが、そ
ツロ
れ
ら
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
ス
ケ
ッ
チ
し
て
い
る
。
の代年。ツトルグム
刑鹿特坦府ハ、北緯五十睾渡五十五分、東経四度一一十凱扮一一位シ、人口十一万
１六千一一百一一一十二人アリ、荷蘭一一於テ第二ノ都会ナリ、屋宇（家屋の》僻－－鑛者
あ
か
ぷ
わ
ら
注）ノ建築二奇観ナシ、幅ハ三四窓ヲ存シ、五六層、赦瓦ヲ以テ、狭長二簗キ
か
ん
劔
並へ、毎街ノ屋（すまいの寒停１１筆者注）、ミナ溝渠ノ水二鑑ミ（どの家も運
ら
く
そ
ば
左
河に影をおとしているの》尋１－筆者注）、騒然トシテ灰ッ（そびえたつ圭帰－－
たいか
筆者注）、大慶壮屋（大きな家屋の幸辱１１筆者注）少シ、溝渠ノ岸ニハ、樹ヲ
植
エ
テ
街
路
ヲ
界
シ
、
車
行
少
ク
、
歩
行
多
ク
、
河
道
（
運
河
の
幸
帰
－
－
筆
者
注
）
交
一一一
フェィェノール卜にある「オランダ蒸気船会社」は、旧幕時代に幕府海軍の軍艦「開陽丸」を設計した所でもあり、
日本とはなにかと縁の深い今昇』でもある。使節団はまず造船所から見学したようであるが、それについては詳しい見
聞
報
告をなしている。
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
○「マーシパッペー」会社ノ造船場〈、職人ヲ入ル日一一一千人ナリ、造船ノ都合一一ヨリ、増シテ一千五百人一一至ルコトアリ、
定員ナシ、基給金〈、日一一四「ギュルデン」ヨリ、一一「ギュルデン」半一一至ル〈十一一「ギュルデン」ヲ以テ英ノー＋「シルリ
承
シ
Ｆ
ン」（シリングー鑪考珪即チ｜磯ニヵュ、我三十七銭￥ニーァー「ギニルデン」ナリ〉・場内二、醤ハ禁胖室トー
・
や
す
け
ど
い
几
ど
是ハ其抗議ヲ生シ、沸騰ヲ生シ易キヲ以テナリト云、蓋シ欧州列国、各公法二依り、礼儀ヲ守リテ、交際スルカ如シト錐トモ、
し
の
Ｕ
Ｕ
 
い
わ
ん
内実ヲ察スレハ、強弱相凌キ、其自主ノ権ヲ全クスルヲ得サルコト、比比（しばしばの奔畷－１筆者注）コレアリ、況ャ人民ノ相
さ
い
こ
亡
免
き
ょ
う
ご
う
へ
い
げ
い
交ル、細故（ごくわずかな事がらの音ヤーー筆者注）二於テワ、大国ノ民ハ目ラ強傲ニシテ、小国ヲ脾睨（横目でにらむの堯早１１
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
岩
倉
使
節
団
一一一一
じ
ゆ
う
し
や
テ
フ
ヅ
が
と
こ
う
か
人
錯シ、漕舟ヲ以テ重車（重い物をのせた車の薔干－－筆者注）ニカュル、故二河二架スルノ橋〈、其中腹二蝶活ヲ施シ、上二横桿
（てこの原理を応用した装置の意－－筆者注）ヲ檀エ、船来レハ開キ、船去レハ閉ルノ便ヲナス、処処一一風車ヲ設ケテ、水ヲ引
と
ど
人
キ落ス、○此府ハ「レメーセ」河ノ支流二控ヘテ、貨物吐呑ノロタリ、（中略）此河ノ広サ五一〈百「フィート」、橋礎ヲ植エテ、
し
て
ん
ら
よ
う
幻
鉄道ヲ架成セントスルヲ鳧ル、邊團リ市塵（市中の商店の意ｌ筆者）尽キレハ、老樹繼然トシデ、平坦テル道ヲ狭ミ、長嶋
し
こ
う
（長い土手の菩辱－－筆者達ノ河岸一一連リタル処ヲ駛行（走っているの寒梺－－筆者注）ス
弓米欧回覧実記』）
一行はロッテルダムでオランダ風の家屋、市街の運河、跳ね橋、マース川に架かる工事中の鉄橘などに注意を惹か
き
か
ん
造船所内にすえられていた工作機械は圧搾機・旋盤なげ」であり、汽罐（蒸気ボイラー）のびょう打ではプレッサー
せ
ん
こ
う
を用いず、職人の手仕事であったといい、製材所には蒸気を用いたろくろくロ・穿孔盤などが備えられており、また建
造中の船一一隻もすべて見学した。
こ
れ
に
よ
る
と
、
当
時
こ
の
汽
船
会
社
に
は
千
か
ら
千
五
百
人
ほ
ど
の
職
人
が
出
入
り
し
て
お
り
、
日
当
は
ニ
フ
ル
デ
ン
半
か
ら
四
フ
ルデンであったことがわかる。また外国人の労働者は、面倒をひき起されたくないので雇い入れられなかったようだ。
こ
れ
に
続
く
文
章
は
、
造
船
と
操
艦
に
欠
か
せ
な
い
鉄
・
材
木
・
石
炭
等
は
、
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
記
述
で
あ
る
。
Ｃ
Ｏ
。
。
。
。
。
。
ベ
ル
ギ
ー
ド
イ
ツ
ス
ヱ
１
デ
シ
《○蘭国二鉄ヲ生セス、鉄ハ英国、白耳義ヨリ輸入ス、独逸ヨリモ仕入レトモ、其質柔ニシテ劣しり、瑞典同ヨリ来ル鉄〈、
。
◎
◎
。
Ｃ
Ｏ
。
。
、
グ
ル
ロ
ワ
エ
イ
Ｔ
〆
刑
刀
最モ上品タリ、故二装飾二用フルノミ、蘭国一一又材木乏シ、国産ニテ需用一一足ラス、那威国ヨリ仕入レ、亜米利加ヨリ仕入ル、
ミ
ナ
良
材
ニ
ハ
非
ス
、
印
度
地
方
ヨ
リ
来
ル
モ
ノ
ヲ
以
テ
最
良
ト
ス
、
其
質
ノ
堅
密
ナ
ル
ヲ
以
テ
ナ
リ
》
し
か
Ｌ
ぞ
う
う
ん
《
蘭
国
ノ
船
ヲ
製
ス
ル
ャ
、
其
材
ミ
ナ
他
国
ノ
産
ヲ
仰
ク
、
而
テ
其
船
舶
ノ
多
キ
ト
、
海
外
二
航
跡
ノ
交
ル
ト
ハ
、
米
英
二
シ
、
ク
、
漕
運
貿
易
ノ
あ
と
だ
０
ん
だ
。
Ｃ
Ｄ
◎
。
◎
。
Ｃ
◎
Ｃ
利〈、量一一天然一一与奪アランャ、只人ノ勤惰（つとめはげむの意－－筆者注）イカンーーアルノミ、蘭国一一又石炭ヲ生セス、コレ
ヲ英白（イギリス・ベルギーの意－－筆者注）ノ両国ヨリ仕入ル》（前掲書）
筆者注）スルヲ免力レス（後略）
ば
な
ぽ
あ
江
各
く
か
い
《故一一場内二蒸気ノ輪ヲ設クル、甚夕少シ、只四筒アルノミ、合セテ七十五馬力ニスキス、以テ鉄版ヲ曲ヶ、孔ヲ鑿開（切り
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
岩
倉
使
節
団
「米欧回覧実記』
￣ 
＝ 
￣ 
￣ 
といった意味の文字が灰士に印型されていて、使節団が入場すると、まつ赤な熔鉄が流し込まれた。
このとき職人たちはみないっせいに脱帽し祝声をあげた。
それより一行は鋳物工場（造船所内にあったものか）を見学したが、場内には、オランダ文で
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
岩
倉
使
節
団
二四
２
ｋ
 
ほ
う
お
よ
鯛
く
の
意
‐
鍍
肴
注
）
、
之
ヲ
鋸
シ
（
切
る
の
意
ｌ
鑓
肴
注
）
、
之
ヲ
鉋
シ
（
そ
ぎ
と
る
の
意
Ｉ
筆
者
激
）
、
凡
ソ
多
人
ノ
カ
ヲ
護
ス
ル
、
大
工
作
ノ用二供スニプレッヂン．マシイネ」（圧搾機の意ｌ筆者注）「プレール．マシイネ」（不詳）等ヲ識ケタリ》
◎
。
。
。
○
０
．
。
。
。
。
。
◎
０
．
◎
て
帥
《○場内二人カヲ用ヒーアエヲナスコト甚夕多シ、蒸気ノ鍬ヲ緊釘スルモ、「プレッヂンマシイネ」ノカヲカラス、職人釘装ス
か
ん
て
つ
つ
郡
よ
こ
た
こ
う
ら
く
ル錨前一一立チ、鉄鎚ヲ地一一堅植シ、鏑ヲ其上二横へ、｜少年ヲシテ、釘ヲ紅烙（真赤に焼いたの薔干１１筆者注）シ持来Ⅱ、倒一一
が
た
ろ
８
じ
い
さ
ん
ず
れ
ん
つ
い
シテ殿下ヨリ孔二狭ミ．紫ク之ヲ拉持（たたく意か，１鑛肴注）スレハ、其釘末〈上二向上柚ルヲ、二人ニテ迩槌ス．其他／
諸工蛎、ミナ人力ニテナスコト甚夕多シ（後略）》
ろ
く
ろ
け
ん
ａ
上
↑
い
さ
く
危
く
《
木
製
所
〈
鵬
舎
ノ
上
禰
ニ
ー
熱
気
ノ
余
カ
ヲ
分
ツ
デ
繩
蝋
織
鋸
輪
蝿
鍵
盤
ヲ
趣
ス
、
又
鹸
輸
／
蝋
ヲ
露
成
（
け
ず
る
愈
か
ｌ
筆者注）スル器アリ、其他ハ人工ニテナスモノ参一シ〉ジャ
ワ
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
《○造船廠二於テハ、当時打立中ノ船一一アリ、爪珪国政府ヨリ、四鰻ノ船ヲ堀セラレテ製造ス、其一一艘ハ奄特坦府ニテ打立テ、
ポ
ン
ド
一一艘ヲ此府（ロッテルダムの藷守－－筆者注）打立ル、去年五月ヨリエヲ施シ、来年三月二至リテ成就スヘシ、其価一一一万勝、船ノ
お
お
ざ
く
さ
さ
と
も
す
で
大サハ蝋ヨリ帥（船尾の塞辱－１筆者注）マテ、一一一十余間ノ船一一テ、其一艘ハ己一一九分ノ成就トナレリ》
「日本使節歓迎」
そ
杁
Ｌ
Ｓ
 
Ｔこ由か
《夫ヨリ鋳物ノ場二霊ル、此場舎ノ設ケハ、頗ル大ナリ、此場内ニテ、地上一一日本使節幸二来ルノ文字ヲ、灰士二印型シオキ、我
一行ノ場ニイル後、熔鉄ヲ流シ込ミタレハ、紅字ヲ灰士ノ内一一藤シテ、炎ヲ吐ケリ、職人ミナ一斉二鯛ヲ執リテ、祝声ヲ場タリ》
一一十五日の外務大臣邸での夜会と使節らのロッテルダム訪問については、『ライデン新聞』（Ｆの区⑪目⑦、○口目員
八七三・一一・一一七）に次のような記事が見られる。
日本使節がロッテルダムを訪れることは早くから知られており、『新ロッテルダム新聞』（冨の巨肴の宛。［庁のａ四‐
ョ⑪。｝】ＣＣＣ巨日員一八七一一一・二・一一五）は次のように報じている。
これで造船所内のめぼしい施設をすべて見学しおえたわけだが、それより一行は、マース川に係留されているイギ
リスの郵便船（冒巴一ヶ・日）で昼食をとり、パタビア産の砂糖横などを食べた。昼食のあと、午後一一一時十分の汽車でハ
ーグに戻り、四時半にホテルに帰った。
伝えられるところによると、日本使節はこんどの水曜日にフェイェノール卜の「オランダ蒸気船会社」の施設を訪問するとい
うことである。そこにある蒸気機械の工場や造船所を視察するためである。
０
よ
ら
《足ヨリ英国ノ郵船二上り、昼食ヲ事シ、「スピーチ」アリ、爪峻産ノ沙糖液ヲ供セリ、此港（ロッテルダム港の意－－飛者
ロ
ン
Ｆ
シ
マ
９
年
‐
注）ヨリ英ノ倫敦へ、郵船月二一一一四発ス、航程百八十英里、一一十分時ニテ達スヘシ、上等ノ船賃〈一一一弗、中ハ六「ギュルデン」、
即千英ノ半膀ナリト云、一一一時十五分一一蒸気車一一上リテ、四時半一一帰館ス》
二月二十四日
面
ツ
テ
ル
ダ
ム
オランダにおける岩倉使節団
一
一
五
昨日、外務大臣が主催した夜会に日本使節らも出席し、何人かの招待客はかれらに紹介された。出席者の中には、
その他の国の政府代表らの姿も見かけられた。グラーフ・ファン・ポルスブルックとファン・デル・タック両氏は、
シ
ョ
ン
に
お
い
て
日
本
使
節
に
付
き
添
っ
て
い
た
。
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
岩
倉
使
節
団
二
月
二
十
六
日
ハーグE＝ﾛロ，
､1琴'1；
’一十七日は晴天。この日、使節は、午前中、各
国外交団の面々、砲兵隊の佐官、教育監督官、お
よ
び
政
府
役
人
ら
と
会
い
、
そ
れ
よ
り
グ
ラ
ー
フ
・
フ
ァ
ン
・
ポ
ル
ス
ブ
ル
ッ
ク
氏
の
案
内
で
、
各
省
と
「
海
軍
省」（ロの日耳①日の貝く目冨日冒①）を訪れた。海
軍省はランヘ・フォールハウトト目、のぐ。。『す。貝
九
時
二
十
分
の
汽
車
で
、
今
朝
日
本
使
節
は
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ムに向った。使節はロッテルダムで「オランダ蒸気
船会社」の重役らに迎えられたが、この外国の訪問
者にフェィェノール卜にある工場や造船所を見学さ
せる機会をあたえるためである。
新
た
に
任
命
さ
れ
た
駐
日
公
使
フ
ォ
ン
・
ウ
ェ
ッ
ケ
リ
ン
氏と領珈ファン・デル・タック氏が使節に付き添っ
ていた。使節一行は今日の四時すぎに当地にもどる。
一一一ハわ
が
帝
室
と
こ
の
レ
セ
プ
海軍省内の陳列室を一覧した一行は、それよりハーグの森（■の（西目胸の目の国・の９）の中にある女王の別邸「森の
家」（四巳の台目囚円夛）を見学した。
〈
「
グ
の
森
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
とある。
当時のオランダ海軍の艦船数と備砲等については《軍艦ノ数六十七艘、此内一一甲鉄艦十六艘、其六ハ四百馬力ノモ
ノニテ、其十ハ百四十馬力ノモノナリ、之一一備フ大砲五十四門アリ、其外ハ種種ノ軍艦ニテ、六百馬力ヲ首トシテ、
一一百五十馬力一一至ル、之二備フ大砲三百八十門、注進船（報知艦の意Ｉ‐ｌ筆者注）、及上運送船ハ、此数外一一アリ》
（公園）に位置し、旅宿からも近い。海軍省では各艦船や灯台の模型、各種の武器などを見学した。
二
十
七
日
晴
八
人
い
き
せ
と
じ
こ
ろ
午後二海軍所一一至ル、旅館ノ前ナル、苑城（公園の意‐－－筆者注）の向上一一アリ、蘭国ノ昔時共和政治ナリシ比ハ、海軍ノ盛
し
ば
し
ば
ス
ペ
イ
ン
△
そ
く
ナルニト、欧洲二超鯛シ、屡英国及と西班牙ヲ破り．稲隼蝋足ヲ海外二腱クリ（勢力を伸ばしたの意かｌ箪看注）．其有名ノ
リ
雄
が
た
歴史アル、英国「テームス」河ノ戦二分捕セル、英艦ノ器械「及上船艦ノ雛形（模型の奔婦－－築者注）モ多ク此二蔵セリ、其他
〈
い
じ
よ
う
燈ニロノ雛形、大砲、小砲、剣、旗、分捕ノ海軍兵仗（武器の祷乎－１筆者注）ナドノ類ヲ、五六室二蓄フ
員
米
欧
回
覧
実
記
』
α
江
⑭
ゆ
う
す
い
○
旅
鱸
（
オ
テ
ル
・
ポ
「
し
の
こ
と
ｌ
蕊
者
注
）
／
東
二
樹
苑
ア
リ
、
之
ヲ
「
歩
‐
《
」
ノ
森
卜
云
、
老
樹
瀧
鯵
ト
シ
｜
え
甚
夕
幽
遼
（
奥
鱸
く
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
岩
倉
使
節
団
一
一
七
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
岩
倉
使
節
団
1860年代のハーグの森（筆者収蔵）
と
あ
る
。
ハ
ー
グ
の
森
は
長
さ
が
約
三
キ
ロ
も
あ
る
公
園
で
、
園
内
に
は
レ
ス
ト
ラ
ン
も
あ
る。女王の別邸「森の家」は別名「森の富殿」（で巴巴⑪冒冒〔国○の：）と
も
い
い
、
森
の
北
東
に
位
置
し
て
い
る
。
建
物
は
十
七
世
紀
に
、
ピ
ィ
テ
ル
・
ポ
ス
ト
に
よ
っ
て
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ア
ン
リ
・
フ
ァ
ン
・
オ
ラ
ニ
エ
公
の
配
偶
者
Ｔ
ｌ
ｌ
（９） 
ア
マ
リ
ア
・
フ
ァ
ン
・
ソ
ル
ム
ス
妃
の
た
め
に
造
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
別
荘
は
、
’
八
九
九
年
に
最
初
の
世
界
平
和
会
議
が
開
か
れ
た
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
「森の家」についてはＩＩＬ
て
も
の
瀞
か
な
意
ｌ
蕊
看
注
）
、
地
勢
少
シ
ク
起
伏
シ
一
元
山
中
／
意
象
（
蝋
じ
の
意
そ
う
ぜ
ん
ｌ
筆
者
注
）
ア
リ
、
縦
横
二
道
路
ヲ
通
シ
、
魔
鑛
地
ヲ
埋
〆
、
風
声
爽
然
（
さ
わ
や
か
で
快
い
の
意
１
１
筆
者
注
）
ナ
リ
、
此
苑
中
ヲ
全
ク
俳
個
ス
ル
ー
ー
ハ
、
八
時
間
ノ
歩
行
ヲ
ぜ
ん
ｔ
よ
く
ぬ
ぐ
躯
わ
る
醤
シ
、
始
メ
ー
プ
全
局
（
全
体
の
意
１
１
簸
者
注
）
ヲ
回
り
了
ル
ト
云
此森ノ西北一一王宮アリ、「クインパレイス」卜名ク、宮（御殿の意１１筆
ふ
う
ら
い
ら
よ
う
ち
ょ
う
者
注
）
ノ
建
築
ハ
、
甚
タ
壮
大
ナ
ラ
サ
レ
ト
モ
、
森
樹
ノ
風
蛎
コ
ゴ
（
風
が
そ
よ
ぐ
の
Ｌ
Ａ
う
し
よ
く
藤かｌ鎌脅注）トシテ、備二爽気ヲ送り、内撰ノ糠螂モ、亦繍楚ヲ主トシテ、
ち
ょ
う
し
と
く
雛
飾
（
彫
刻
し
て
飾
る
の
意
１
１
雛
者
注
）
ヲ
絶
ス
（
後
略
）
一
一
八
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
岩
倉
使
節
団
リ
と
あ
る
。
屋
内
に
入
る
と
、
食
堂
に
は
グ
リ
ザ
イ
ュ
（
灰
色
一
色
の
絵
画
）
が
あ
り
、
支
那
・
マ
イ
セ
ン
・
デ
ル
フ
ト
の
磁
器
な
ど
が
飾
ら
れ
て
い
る
。
「
支
那
の
間
」
に
は
十
八
世
紀
の
つ
づ
れ
織
り
が
、
「
日
本
間
」
に
は
一
七
九
五
年
に
日
本
政
府
（
幕
府
）
よ
り
献
上
さ
れ
た
鳥
や
植
物
を
描
い
た
刺
し
ゅ
う
品
な
（皿）
ど
が
見
ら
れ
、
二
階
に
は
各
種
の
絵
画
（
肖
像
画
な
ど
）
が
か
け
て
あ
る
。
こ
の
日
の
日
本
使
節
ら
の
行
動
は
、
各
紙
に
も
報
じ
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
、
二九
○
一
房
（
へ
や
の
意
－
－
筆
者
注
）
ノ
内
ニ
ハ
、
東
洋
ノ
物
品
ヲ
以
〒
、
室
内
あ
た
ぷ
二
羅
列
セ
リ
、
日
本
産
ノ
名
器
モ
数
品
ア
リ
、
ミ
ナ
精
良
ニ
テ
価
ア
ル
品
ク
リ
、
Ｕ
ｅ
Ｌ
 
当
国
ハ
日
本
卜
交
通
独
り
久
ケ
レ
ハ
、
積
年
貿
易
セ
ル
佳
品
中
ヨ
リ
、
殊
二
精
選
じ
ゆ
５
ｈ
つ
シ
デ
、
王
家
ノ
什
物
（
日
用
の
う
つ
わ
類
ｌ
繁
講
陵
）
卜
ナ
シ
タ
ル
ニ
ョ
リ
、ゼ紬
し
ん
比
二
入
レ
ハ
、
日
本
ノ
エ
塵
モ
、
亦
一
屑
の
色
ヲ
生
ス
ル
ヲ
党
フ
ナ
リ
、
正
寝
犯
拙
さ
（
国
王
の
居
所
の
意
－
１
筆
者
注
）
ニ
ハ
数
幅
ノ
油
絵
ア
リ
、
其
大
サ
ハ
壁
ヲ
専
た
く
戎
し
ｒ
よ
う
し
ふ
ら
ん
ラ
ニ
ス
、
籍
工
鼈
亨
邊
ク
シ
、
仰
視
縮
臘
（
仰
ぎ
見
る
の
窓
か
Ｉ
鑛
青
注
）
、
８
 
か
じ
つ
終
日
観
ル
モ
倦
マ
ス
、
機
上
ニ
モ
名
画
ヲ
多
ク
響
フ
、
今
ノ
皇
后
、
夏
日
二
至
し
あ
つ
さ
ハ
、
此
二
来
リ
テ
署
ヲ
避
ル
ト
ナ
リ
ョ
米
欧
回
覧
実
記
』
また変った記事では、使節団のメンバーについて紹介したものがある。『スキーダム新聞』（⑫島一の８日の。一息ｏ・宮‐
国員一八七一一一・一一・一’七）の次の記事がそれである。
と伝えているし、『｜フィデン新聞』（Ｐの丘の。弓のＯＣＰ『：〔一八七三・二・一一八）は、次のような記事を与えている。
オランダにおける岩倉使節団
『新ロッテルダム新聞』（ｚ一の巨三の閃○戸［の『：ご叩：①ＤＣロ『：［一八七一一一・’一・一一八）は、
日本使節の首附らは、今日の午前中に「オテル・ポーレ」で引見し、外交団の而々、砲兵隊の何人かの佐官級将校、初等教育
の監督官、また政府役人、当局者らが謁見を賜った。
日本使節は本日、各省と外交団を訪れた。かれらはポルスブルック氏の案内で、「海軍省」の陳列室を見学し、大きな満足を示
した。その後、使節はハーグの森へ行き、女王の別邸「森の家」を見学した。
聞くところによると、日本使節はファン・オラニェ公、フレデリック公、およびヘンドリック公らの謁見を賜うことを願った
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
二
月
二
十
七
日
ハ
ー
グ
一
一
月
二
十
七
日
ハ
ー
グ
○ 
その次にまず来るものは各省の首席、大臣や副大臣らである。
なお更に使節としては、参議の木戸、大蔵卿の大久保、もと大蔵卿で今は土木局（工部大輔）の伊藤氏らがいる。これらの人
たちが高い地位についたのは、その精力と才能に負うところが大きい。かれらは帝の政治の最も熱心な支持者であり、帝が勝利
を収めたのは一部かれらのおかげでもある。長い間一三－ヨークやロンドンで懲らした伊藤は、大蔵卿として日本の貨幣制度を
整え、アメリカを模範とした二八七○年）。
かれはこれまでに江戸にユトレヒトのものより四倍も大きな造幣所を造った。
更に使節の一員にはまた外務少輔の山口氏がいる。
第一秘書には、外務省の田辺ｂの囚乏凹（不詳）・塩田らが、また大蔵省の【：筋（（不詳）がいる。
第二秘書には、栗本。ｇの四○の国（不詳）・小松・林らがいる。
第三秘書には池田・安藤らがいる。
第一使節の特別秘書には久米がいる。
使節には次の爾々が随従している．ｌ会計委鼠の田中、大蔵省の川路と杉山匿廠の『・…（不鐸）、邇纐としてウィリ
アムと。ハースンらが。
務を果たしている。最も高坐
そのうちの左大臣（これは一
臣）はさしあたって空席と」
次いで参議四名がつづく。
日本使節は月曜日にハーグに到着した。以前オランダ駐日公使であったグラーフ・ポルスブルックと元駐日領事ファン・デ
ル・タック氏らは、ローゼンダールまで使節を出迎いに赴いた。
使節の首席である岩倉氏は、日本の身分の高い家柄の出身である。昔は外務大臣であったが、今では右大臣といった重要な職
み
か
ど
鋳を果たしている。最も高位の日本官吏の序列は次のようになっている。すなわち、帝のすぐ次には首相、その次には副首相、
そのうちの左大臣（これは帝の左側に立つ意）は右大臣（帝の右側に立つ）よりも身分が高い。うしろから二番目の地位（左大
邑
は
さ
し
あ
た
っ
て
空
席
と
な
っ
て
い
る
。
二
月
二
十
六
日
ス
キ
ー
ダ
ム
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
岩
倉
使
節
団
一一一
l1llIlIlll1m;,,1,, 
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
岩
倉
使
節
団
晩年のポンペ
J､１ホフマン博士
翌一一十八日は快晴であった。この日、幕末に出島の医官
として来日し、多くの日本人医学生に西洋医学を体系的に
さずけ、わが国最初の洋式病院（長崎養生所）を造ったボ
ン．へ（一八一一丸’’’九○八）が案内役となって、使節一
行
を
ラ
イ
デ
ン
に
連
れ
て
行
っ
た
。
こ
の
こ
ろ
ポ
ン
ペ
は
医
師
の
ま
ま
ハ
ー
グ
市
の
市
会
議
員
を
勤
め
、
か
た
わ
ら
「
デ
・
ウ
ィ
ッ
テ
・
（、）
クラブ」（紳士クラブ）の理事を兼ねていた。
ボ
ン
ベ
は
朝
早
い
時
間
に
オ
テ
ル
・
ポ
ー
レ
を
訪
ね
た
と
思
わ
れ
る
が
、
も
う
一
人
、
日
本
使
節
の
世
話
役
兼
案
内
係
と
し
て
、
ラ
イ
デン大学の東洋学のホフマン博士も同ホテルを訪問し、使
節一行に随行してラィデンに向ったように思える。『木戸
孝充日記』に「ホフマン（曾て本邦へ雇入れし人なり）の
案
内
に
て
レ
ー
テ
ン
に
至
り
ミ
シ
ュ
ー
ム
を
一
見
す
」
と
あ
る
か
ら
である。
一一一一｜
すでに述べたごとく、使節の而々はわが国の雄も重要な場所
を
訪
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
猛
り
一行はライデンヘの途上、馬車から見る景色とは別に、行進中の砲兵隊の兵士らの姿を目撃した。その兵士らの服装
や態度から、撤兵忌避の風潮がびまんしているのを感じ取り、かつ、怨瑳の声を聞く思いがしたようである。
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
岩
倉
使
節
団
一一一一一一
ともあれ一行は、ポンペ及びホフマン博士らの案内でホテル前より馬車に分乗し、一フイデンに向った。道筋は「ラ
イデン街道」（の［国四［この碩目ロ『Ｆの己目）であったと思われる。これはコルテ・フオールハウトを出発点としてハー
グの森を通り、ラィデンに至る街道である。汽車を利用せず、わざわざ馬車で出かけたのは、途中の美しい田園風景
を満喫させようといったオランダ側の配慮があったものであろう。一行は、街道の西側に老木の並木が続き、こだち
の多い丘陵、清流、貴族の館、牧草地、牛羊の群、村落などを見ながら、一路ライデンの町へ向った。
ル、頓落ハ処
来Ｔに達セリ
二
十
八
日
美
晴
か
レ
イ
デ
ン
朝九時ヨリ「ドクトル、ボンベー」氏ノ案内ニテ．鯛二鰯シ馬頭に乗っての意ｌ蕊肴注）、来丁府二極ク、○「ボンベ
ー」氏〈摩テ我長崎二来リテ、医業ヲ人一一授ケルコト悪年、本輔医学ノ進ミニ於－て鍵杉カアル人ナリ、’千八百六十二年二帰
そ
う
し
国ス、当時年六十余、其健ナル壮士（意気の盛んな男の意－１筆者注）二同シ、来丁ニュク馬車路〈、「ハーヘ」ノ森ヨリ馳七
し
ん
し
４
ｍ
８
寸
迭
ｂ
ら
そ
う
が
い
テ鑪二趣ク、老樹森森（樹木が蝋んに茂るの意ｌ蕊者注）トシ｜ア、大路ヲ挟ミ、路が沙ヲ臘シ爽臘（快い意かｌ蕊議瀧）十
き
せ
β
し
よ
う
ち
り、時二林丘ニァヒ、濟流一一アブ、王族貨戚（身分の商い人の意－１筆者注）ノ邸館アリテ、修繕甚夕潔ク、勝致（すぐれたお
ぬ
□
ん
もむきの意－－錐者注）多シ、是ヨリ沿途ノ旧野そ、ャ、爽型ニテ、水平ヲ柚ツル尺二過ク、牧草地二滴チ、牛羊ノ群スルヲミ
と
ん
ら
く
り
ん
そ
う
ル、頓落ハ処処ノ林薮（やぶの意－１鑛者注）二起り、高塔ノ杣ツルヲミル、南北閲ノ州州二於テ、爽士二属ス、十英里行ニテ
Ｓ米欧回覧実記』）
１
日
こ
の
む
ら
す
り
ら
い
に
し
ス
ペ
イ
ン
・此邑《鯛鳳ノ麟魯（ラィーァンはオランダの誕生地の意かｌ鱸者注）ナリ、古へ一千六百年代二、酉斑牙／兵、鮒国二優人
よ
セシトキ、此地ノ兵勇コレヲ拒ミ、勇健ニシテ善ク戦上、遂一一錘ヲ雛〆タリ（侵入者を追っ払ったの意‐‐ｌ筆者注）、政府其功ヲ
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
岩
倉
使
節
団
三
四
八
１
ヶ
と
本日海牙ヨリ来丁一一至ル途上二、砲兵数隊道ヲ過キルーーアフ、其行軍ノ寒儀、
千亦鴎鴎（昔、以前の審梺－－筆者注）郎勵ノ兵隊一一似ス、閥国ノ兵ハ、常備軍六
ラ万一一及ハス、専ラ義兵（正義のために起こした軍隊の意－１筆者注）ヲ主トシ、
非撤兵ハニ十歳ヨリ、五年間ノ役二服スル法ニテ、実ハー年間繰練ノ後ハ、家一一
店帰り、四年ノ間ハ、年一一六度ノ練兵ヲナスノミ、然しトモ全国ノ民丁（壮年の
ま
す
ま
す
プ男子の意かＩ繁者漣）．繼夕徴兵ヲ職上、兵ヲ逃ル、モノ益多キヲ加へ、寵
繩医ノ検査幣害百出シ、武官モ苦心ヲ極ムトナリ、民兵役ヲ逃ル、幣へ各国ミ釦のｆから
い
建ナァル通患ナレトモ、蘭国ノ甚シキカ如クナラス、故二兵隊ノ気炎モ、自委
Ｕ
 
率聯（衰え弱るの滴ヤーー繁者注）シテ振ハサルヲ党フ
馬へロ
ミ米欧回覧実記』
乗の完噸やがて一行を乗せた馬車は、ホーヘ・レインデイク、ノールトエイン
西艤デの通りを経てラィデン市内に入ったものか。
代舎ハーグの北東十八キロに位置する学都ライデンの当時の人口は、約三
辨紡万九千人（現在は約十万）で、オランダ第五の都会であったという・こ
１
の
の
町
の
裕
轤
と
大
学
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
と
あ
る
。
であった。
市街の舗石（すの呉国（旨い）についていえば、わりと大きな石を敷きつめてある所もあるが、場所によっては細長い
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
岩
倉
使
節
団
三五
市
内
に
入
，
、
ま
ず
目
に
入
っ
て
来
た
も
の
は
ｌ
運
河
沿
い
の
家
並
み
、
瓦
塗
蝋
蓉
つ
め
た
街
艤
と
並
木
１
１
静
寂
な
町
ぞ
…
府中ノ街路〈、蕊（広く大きいの意１１蕊者注）ナラｔトモ、修馴（掃き溝める意かＩ筆者注）醤夕潔シ、大衡（大通
打
増
や
か
わ
ら
り
の
意
か
ｌ
蕊
肴
注
）
〈
織
蘂
ヲ
狭
ミ
、
水
禰
ク
シ
｜
ア
流
穏
カ
ナ
リ
、
樹
ヲ
阿
岸
二
植
二
、
繍
瓦
ヲ
道
二
蝋
ク
樹
圖
／
都
府
〈
、
一
樋
／
術
法
二
な
き
上
う
け
ん
ど
う
テ、河渠（運河の意１１筆者注）ヲ以テ車道ニカエ、行人〈両岸ノ街上ヲ歩ス、馬車ノ喧閖（やかましく騒がしいの意１１筆者
り
ん
り
ん
注）少クシテ、男女歩ヲ拾フテ行ク、故二街上甚タ清潔ナリ、日二道ヲ塵ヲ洗上、時アリテ車来レハ、鱗鱗（車のがらがらと走
る音の意－－筆者注）ノ声ハ遠キー至ルマテ閥１、中一一モ此府ハ貿易ノ盛ナル地にアラサレハ、殊二清潔ヲ完クスルヲ得ル、真
二
講
文
ノ
郷
（
学
府
の
意
か
ｌ
筆
者
漣
）
ニ
ョ
ロ
シ
（『米欧回覧実記』）
其
望
ミ
ニ
随
ヒ
テ
、
雌
お
と
トシテ名誉を墜サス
卜一つ
賞セシト欲シ、何ヲ以テスルヲ知ラス、欲スル所ヲ邑中ノ民二問う、ミナ｜シ学校ヲ起コシテ、末世二恵セシコトヲ願う、因テ
其望ミニ随ヒテ、此一一大学校（ライデン大学の意‐‐‐‐‐‐筆者注）ヲ起セリ、其後文学盛二進ミ、有名ノ博士ヲ出スコト、今一一陸続
言
米
欧
回
覧
実
記
」
ま
た
同
紙
に
は
次
の
よ
う
な
記
事
が
み
ら
れ
る
。
今
日
の
午
後
、
ハ
ー
グ
に
滞
在
し
て
い
る
Ⅱ
本
使
節
の
一
部
は
ラ
イ
デ
ン
を
訪
れ
た
。
先
ず
最
初
に
館
長
Ｃ
・
レ
ー
マ
ン
ス
博
士
の
案
内
で
「
王
立
古代博物館」を一覧したのち、「フェルハーフ・ホテル」で昼食をたべ、次いで「王立人類博物館」を訪れた。
二
月
二
十
八
日
ラ
イ
デ
ン
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
岩
倉
使
節
団
！ 
一一一一〈
か
わ
ら
瓦が敷いてある。『米欧回覧実記』の事実上の執筆者久
米邦武の観察は精絨である。
錘一行はまず「王立古代博物館」（軍の［【罠の巨巨の①ロ『『】
者筆く四百○目｝〕８８）から見学を開始したようだが、館長の
館
Ｃ
・
レ
ー
マ
ン
ス
博
士
の
案
内
で
館
内
を
一
覧
し
た
よ
う
で
あ
る
。
物椒『アムステルダム新聞』（し『】］の〔のａ口『『）印目のＤＣ日：【一
錘八七一一一・三・一一一？）に次のような記事が出ているからで
旺ある。
「
王
立
古
代
博
篭
」
憾
当
時
ブ
レ
ー
ス
ト
ラ
「
卜
巨
忌
愈
…
１
ラ
イ
デ
ン
市
の
主
鑿
な
遮
り
’
二
十
八
番
地
（
魂
在
の
十
八番地）にあり、隣接した家を合併して博物館（〃シーボルトの日本博物館川とも呼ばれた）としたものである。こ
の番地の建物は現在は博物館として使用されてはいない。展示品の全ては今、国立民族学椰物館に移されている。
日本使節は本日、ポンペ・ファン・メールデルフォールト医師を伴ない、馬車でライデンヘ遊覧に出かけ、当地にあるいくつ
かの王立施設、コレクションおよびその他の珍しい物を見学したのち、午後ハーグに帰って来た。
二
月
二
十
八
日
ハ
ー
グ
』
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
岩
倉
使
節
団
一
行
が
昼
食
を
取
る
た
め
に
寄
っ
た
一
フ
ェ
ル
ハ
ー
フ
・
ホ
”ル」（■。（の｜くの『冨口Ｓは「オテル・ル・リヨン・ド
フ蝿オール」（患〔の一一の口：。》○円）とも呼ばれ、客室数
可肺は一一十四、場所はブレーストラー卜一一十四番地（旧番
旺く地）にあった。もと「王立古代博物館」（〃、ン１ボルト
ルテ
の
日
本
博
物
館
〃
）
と
今
の
郵
便
局
が
あ
る
中
間
に
位
慨
し
て
ホ・
い
る
。
現
在
は
ホ
テ
ル
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
フ
ー
行
が
こ
の
日
、
ま
ず
見
学
し
た
と
い
う
「
王
立
古
代
博
物
ハ斗館」では大小のさまざまな動物の剥製などを見たが、
う
うとくにシーポルトが日本から送った猿や鵜などにも注
七
ち
ゅ
う
が
その他、南アメリカ産の鳥類・びん詰めの魚、クモ・虫蛾などｊｂ一覧した後、別館に移価ソ、そこではバタビアの石
像、エジプトの石棺およびミイラをはじめ、ギリシャやイタリアの古器物などを見学した。
一行は昼食後、再び馬車に乗り、こんどは「王立人類学博物館」（四芹⑩向昌ロ・頭『：三ｍ目三局の目】）を訪れたよ
うである。この博物館はプレーストラートのずっと東、ホーヘウルト百八番地に一九三○年代まであったようだが詳
（吃）
びらかにしない。同館の収蔵品は今の国立民族学博物館へ移管されたものか。なんでも南太平洋、オーストリア、蘭
領東インド、シャム、支那、日本などの器物を幅広く収集していた。
使節団はこの博物館で主にシーポルトの日本コレクションを見たようである。狩野派の絵師が描いた金屏風、日本
や
支
那
の
貨
幣
、
和
蘭
対
訳
書
な
ど
を
見
学
し
た
が
、
ラ
イ
デ
ン
で
一
見
の
価
値
が
あ
る
博
物
館
は
こ
の
一
館
だ
け
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
岩
倉
使
節
団
意
を
惹
か
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
と
う
そ
う
。此府ノ大学校二附鬮セル繊物鯛〈、鰭物ノ鮒捜（討って得た蔵かｌ鑛背注）二臘々ルコト、噸陸地二於一ア高名ナリ、此日
中
ら
ぶ
つ
か
け
佃
ら
先シ此館ヲ回覧ス、動物ノ室ニハ、巨大ノ尤物（特にすぐれたものの意－１筆者注）ヲ中央ニオキ、或ハ之ヲ鈎下ス、細小ノ群
晒
り
さ
い
物ハ、左右二玻璃（ガラスの意－－鑓者注）ノ棚ヲ設けて陳羅ス、象ノ大ナルハー丈五尺一一及フ、犀ノ大ナルハ｜丈ニスク、此
さ
じ
鋲
け
等ヲ魁トシテ、巨獣数十アリ、ミナ乾蔵法ニテ貯〈、又獣角ヲ集ム、角ノ形状、種種幾十百様ナルヲ知ラス、（中略）
宝
れ
し
や
臥
人
日本ノ動物〈醤夕繍ナリ、此鱸二鎮類／鑪當ニシーア瀦顔（赤い顔の意ｌ雛者注）ナルヲミル、之亨間ヘハ、帥子「シ１ボル
ト」氏日本ヨリ送り致セシモノナリ、猿類〈多ク熱帯地方に生ス、総テ日本ノ種類卜同シカラス、此館一一蓄ヘタル内ニワ、日本
□
ん
ち
よ
９
，
う
じ
吟
ん
し
猿類モ頗ル多シ、其他禽鳥（とりの意－－笠者注）類ニハ、鵜ノ内二亦日本ノ鵜アリ、鵜ヲ馴使スル術ハ、支那ノ発明ナリト云
弓米欧回覧実記ご
八
オランダにおける岩倉使節団
1870年代のハーグ（雄者収蔵）
使節団がラィデンに赴き、博物館を訪れた一一ユースは数日後、各
紙に報じられた。が、よく見ると全文全く同じといったような記事
もみられる。しかし、『スキーダム新聞』（の、三の目曰円夛のＣ○頁目〔
一八七三。三。六）だけは少し変わった記事を載せている。
〔日付？〕
日本使節はラィデンを訪れ、とくに鴬びをもって「シーポルト博物館」
を一覧した。同博物館にある沢山の日本の器物や貨幣などがかれらの注意
Ｕ
ぷ
し
臣
○束南洋ノ博物館アリ、是ハ首トシテ「シーボルト」氏ノ集メタル、口凶
寸
で
本ノ諸物品ヲ籍へ、数室一一充シ、巳一一十余年ヲ経タルハ、多ク色変シ、形
や
ぶ
ぱ
つ
が
傷レデ、鳧ルー足ラス、画〈拙画（まずい絵の意かｌ繁者注）多シ、狩
九
飢
野家某ノ馬ヲ画キタル金屏風一双アリ、頬ル佳ナリ、西洋人ハ甚夕此画コノ
ら
た
珍賞シ、名手一一非レハ能ハスト称嘆スルトナリ、貨幣ヲ集メーナ甚タ術ル、
只少シク支那銭ヲ梶シタルヲ遺憾トス、西洋人ハ支那日本ノ史伝ヲ熟知セ
サルーーョル、’千八百○六年一一薯シタル、源某ノ和蘭対訳書アリ、「シー
わ
ぷ
く
臣
け
み
ボルト」氏我邦国禁ノ厳ナル日二当リテ、多少ノ姻苦ヲ閲シテ、此一館ヲ
観一一供スルモノヲ集ム、其篤志ハ賛美スル一一余リアリ、其他南洋諸島ノ器
⑪
ぐ
み
二談リーァハ、鱗籾（つまらぬ物の葱かｌ鑓者迩）ニーア霧ルヘキナシ
弓米欧回覧実記」
九
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
岩
倉
使
節
団
肢
、「
蕊
三月一日は快晴であった。使節一行は午前中、ポルスブルック庄伴
なって「プリンス・マウリッッホイス博物館」（で『旨⑩宮口（目［：巳印
三局目日）を見学に訪れた。この博物館はハーグ市の中心に位置す
る
ピ
ン
ネ
ン
ホ
フ
の
す
ぐ
近
く
に
あ
る
。
十
七
世
紀
に
ジ
ャ
ン
・
モ
１
リ
ス
・
ド・ナソー公がヤコブ・ファン・カム。ヘンの計画に基づいて造らせた
ものであるが、一度火災にあい、十八世紀に再建された。一八二一年
以後、オラーーエ王妃のコレクションを核として「王立絵画展示場」
（【。□旨匡昌弄云呂冒の（く目の、一二一号このロ）を併設した。同所にはフラ
ンドル派の絵画をはじめ諸外国のものまで数多く収蔵されている。
一行はまず博物館の方で、支那や日本の古器物、双頭のヘビ、竜や
鬼の模造品（日本製）などを見学した。
四
○
を惹いた。貨幣やその他の目についた品々も、これまで一行にとっては全く
未知のものであった。まずかれらは自分たちの国の最も古い時代の貨幣から
見て行った。しかし、鋳造貨幣についていえば、かれらはそれが今の暦法の
どの年代に属するものな
のか断
言
はでき
な
かった
。
それより一行は「王立絵画展示場」に足を運び、そこで同館が誇る絵画に視線を向けた。
三
月
一
日
美
附
朝露ノ博物鱸（「プリンス・マゥリッッホイス博物鱸」のことｌ繁看注）二雲ル、此麟二〈日本痙郡ノ物品亨集〆醤夕篇
ム、是ヲ以テ名ヲ箸シタル館ナリト云、日本ノ物品ヲ、此館二伽蓄セルハ、皆輔美ノ品ニテ、他国ニテ末タ兇サルノミナラス、
日本一一アリーテモ、鱒ク古器骨董｝一達スルモノーー非レハ、往往二未夕見知セサルモノ多シ、此館中二一奇〈、両頭ノ蛇、竜ノ肉身、
Ｕ
ら
』
」
つ
ど
う
鬼ノ生首没と人蝋ヲ艤ス、鶴地球上二衞一ァ無キ物ナレトモ典状懸トシーァ（その状鱸はまるで：…の意かｌ縦肴注）真物ヲ
出
立
く
Ｕ
か
つ
お
し
い
つ
い
ひ
と
つ
乾貯セルモノニ似タレハ、厳初輸渡セシトキ、蘭国ノ諸博士、ミナ集リミテ、甚タ奇怪ノ恩ヲナシ、鷺二一ヲ切破り、其肉質ヲ
識ミシニ、｜膿／蕊へミナ紙ヲ以テ造レル、仮蝋ノ物ニデァリヶリ、同凝二衆人鰄繩シ（凝側よく兇ればの態かｌ飛瀞縦）、
う
ら
印や〃
其仮製ナルコトヲ党へシメサルハ、日本人ノ機工驚嘆スヘシトテ、猶棚上二保存セリ
入
ら
○支那ノ物品そ、亦糀美ヲ択ミ錐ム、陶器ノ緋ナル（すぐれたの意－－雛者注）一一護りテハ、日本ノ古陶モ及フ能ハス、象牙
ら
よ
う
鈩
均
ヲ繍刻シーア、十二鐘／蕊七重ノ球ヲ製セルァリ、重重ミナ中二包ミ．互二離し、満面ミナ艫臘（鵬を陰りつけるの意かｌ筆
者注）ヲナシ、空隙ヲ透シテ、十一一ノ鉱、、歴然数フペシ、球ノ両枢二、従七八分ノ孔ヲ側ケル外ハ．全球混円一一テ、絶テ織接
こ
ぐ
ろ
う
ノ痕ヲミス、蓋シ一塊ノ象牙ヲ以テ、小刀一一テ外面ヨリ刻鍍（刻み彫りつける意－－鑛者注）セルモノナリ、西洋人之ヲ観ルモ
⑪
笹
し
じ
つ
』
よ
う
ノ、処両半球ヲ合縫セルモノニテ、災接合二秘アラント云モノ多シト、然しトモ畢灘合繊二成りタルトハ党ヘス、支那人二問
い
と
郷
も
み
ぱ
か
し
べ
暇多ク、且彫刻二労苦〈厭ハス、刀下二刻成セル所ナリ、西洋人〈寸暇ヲ借ム、慮り此二及ハサルモ亦宣ナリ（『米欧回覧実記』）
が腓ぽみ
Ｃ夫ヨリ蔵画館二至ル、欧州二高名ナル「ボットル」氏ノ、柳陰二牛羊ヲ牧スル図、「レンプランド」氏ノ人体ヲ解剖スル図
十
級
レ
ヰ
ン
ノ如キ、ミナ此院ニアリ、傘破命第一世ノ欧洲ヲ廠巻セルトキ、各国ノ珍宝ヲ染メシニ、此雌羊ノ図ハ、欧州第二ノ名画ナリト
た
て
ノ鑑定トナⅡダシヲ以テ、四十万弗ニテ賀取ントセシニ、閲人与へサリシトナリ、此図ノ大サ竪七尺、幅一丈五六尺モァルヘキ大
四一
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
岩
倉
使
節
団
文中にある「ボットル」とは、オランダの画家。ハゥルス・ポテル（勺：旨⑩勺・［［円】ｓ７選）のことであろう。その
子
Ｉ
マ
代表作は「小川に影を写す雌牛」や「若い牛」の主題で知られている絵である。雌牛が画面前方の小川に影を落とし、
男が水浴している図であるらしいが末見。一六四八年の作品とのことである。
レンブラントの「人体解剖図」（「トルプ教授の解剖講義」）と題する絵は、一六一一一一一年にアムステルダムの外科医
の組合のために描かれたもので、アムステルダムの「解剖ホール」（の旦百日の円）にこの種の他の絵画とともに飾ら
れた。この建物は一七二一一一年に火災により大きな被害をうに趣。
絵画を一覧した一行は、午後一時にオラニエ公、ヘンドリック公らの謁見を賜わり、次いで午後二時半（一一一時半Ｌ
にフォールハゥトにある王宮でフレデリック公の引見をうけた。この日、一行が王族の謁見を賜わったことについて
は、『米欧回覧実記』にわずか一行記されている。
エ
ジ
プ
ト
ギ
リ
シ
ヤ
ロ
ー
マ
レ
イ
デ
ン
謁見のあと、《ターーヌ博古館ヲ一見ス、挨及、希臘、羅馬ノ古器ヨリ、諸国ノ古器二及フ、来丁ニテミル所ヨリ更
一一備リテ美ナリ》ということだが、どの博物館のことをいっているのか不詳。
午後一一皇太子「プリンスオレンチ」公二調ス
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
岩
倉
使
節
団
ぽうかん
額面ナリ、坊間（市中の意１１筆者注）
あ
ぶ
ら
ず
回
り
ひ
さ
二其縮模図ヲ油撤ニシテ瀞ク（売るの意‐‐ｌ筆者注）
『米欧回覧実記』
四
一
一
また『アムステルダム新聞』（シ日の庁のａ四日の：①、○日目［一八七三・三・三）の記耶は次のようなものであり、
部分『ライデン新聞』とほぼ同じ内容を伝えている。
この日の使節一行の動静を伝える記事がある。『ライデン新聞』（Ｐの丘、：○○日四日一八七一一一・一一一・三）は次のよ
うに報じている。
日本使節は今日の午前中にグラーフ・ファン・ポルスプルック氏を伴って「プリンス・マウリッッ」（博物館）を見学し、続
いて珍奇な器物の展示室、絵画展示場などを一覧した．今日の午後一時に使節はオラ一一二公、次いでヘンドリック公の謁見をう
ける。フレデリック公は一一時半にフォールハウトの宮殿でこの高貴なる外国人らを引見する。
日本使節は今日の午前中、グラーフ・ファン・ポルスプルック氏を伴って「プリンス・マウリッッ」（博物館）を見学し、続
いて珍奇な器物の展示室、絵画展示場などを一臆した。今日の午後一時に使節はオラーーエ公、次いでヘンドリック公の謁見をう
ける。一方、フレデリック公は三時半にフォールハウトの宮殿でこの筒賀なる外国人らを引見する。使節は明日午前十時にアム
ステルダムに向い、夕方ハーグに戻ってくる。おそらく使節とその随員はこんどの木珊日一緒にハーグを離れ、プロシアへ向か
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
三
月
一
日
ハーグ
三
月
一
日
ハ
ー
グ
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
岩
倉
使
節
団
四
三
の
ア
ム
ス
デ
ル
ダ
ム
一一一月一一日は曇天であった。《十時十五分ヨリ蒸汽車一一上り、接伴掛両人ノ案内ニテ、奄特坦府二赴ク》とあるから、
接
待
委
員
の
ポ
ル
ス
ブ
ル
ッ
ク
と
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
タ
ッ
ク
が
同
行
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
ｐ
こ
の
日
は
使
節
団
の
す
べ
て
が
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
赴
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
ハ
ー
グ
に
残
っ
た
者
も
い
た
よ
う
だ
。
後
述
の
『
ラ
イ
デ
ン
新
聞
』
（
一
八
七
三
年
三
月
四
日
、
、
、
付
）
の
記
事
に
、
「
一
行
は
首
都
で
前
駐
日
領
事
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
タ
ッ
ク
氏
が
敬
意
を
表
し
て
催
し
て
く
れ
た
十
九
人
の
晩
餐
会
に
臨
んだ。」（旨このゴ○○ｍの国。面のずウのロ圏］□の①一ｍのロ。目】のロ四口□の①口＆口の『ぐ色ご＄ｎｏロぐのＲ庁のご［の『ロロロロの『の①【の９○○『』①ロ
８コの已弩□の口宮の①『ごロロＱの『曰回〆ｍｍｍのくのロ・）というくだりがあるからである。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
向
っ
た
者
は
ラ
イ
ン
鉄
道
の
汽
車
を
利
用
し
た
。
ハ
ー
グ
か
ら
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
ま
で
の
距
離
は
五
十
五
キ
ロ
。
一
行
は
途
中
愈
窓
よ
り
い
か
に
も
オ
ラ
ン
ダ
ら
し
い
鬮
麟
を
た
ん
鱸
し
た
．
ｌ
平
ら
な
広
鞠
と
し
た
土
地
．
そ
こ
こ
こ
に
畑
や
徽
や
運
河
が
見
ら
れ
る
。
遠
く
の
森
の
中
に
は
田
舎
家
が
、
ま
た
畑
の
そ
ば
に
は
風
車
が
見
え
る
。
今
で
こ
そ
風
車
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
が
、
当
時
は
ま
だ
沢
山
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ハ
ー
グ
か
ら
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
へ
至
る
田
園
風
景
は
、
当
時
も
今
も
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
違
い
が
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
次
に
日
本
人
の
眼
に
写
っ
た
当
時
の
車
窓
風
景
を
ひ
い
て
み
よ
う
。
くい』＃ん
こ
う
か
い
つ
つ
み
途上、ミナ平市（広鐵とした平狐嫌土地）二一元瀞澗（みぞの意ｌ繁脅注）縦横二通シ、水〈地上／鴫ヲ流レュク摩ニワ
、
、
、
、
、
や
す
区
ム
ダ
〃
つ
楊樹（かわやなぎの意－－‐筆者注）ヲ種１、楊樹ハ生長シ易キ木ニテ、萌蕊（種子から生じた芽と根株から生じた芽の蔵‐－１
使
節
は
明
朝
十
時
に
ラ
イ
ン
鉄
道
で
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
向
け
て
出
発
し
、
今
夕
そ
こ
か
ら
当
地
に
戻
っ
て
く
る
。
駐
日
オ
ラ
ン
ダ
領
靭
で
あ
っ
た
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
タ
ッ
ク
氏
に
よ
っ
て
、
使
節
の
面
々
は
首
都
で
正
さ
ん
を
供
さ
れ
た
。
お
そ
ら
く
使
節
と
そ
の
随
員
は
こ
ん
ど
の
木
曜
日
に
こ
れ
を
最後にハーグを離れ、プロシアへ向う。
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
岩
倉
使
節
団
四
四
⑰
い
り
ん
か
り
と
る
八
人
し
よ
う
鑓者注）ノカ強ク、之ヲ艤林（小さい樹木の林の意ｌ難肴避）トナシ、年年二鍵校ヲ斐蚊ペン、其枝〈、焔硝（行蝿火薬の蔵
ｌ
筆
者
注
〉
ヲ
製
ス
ル
木
炭
二
最
良
ナ
レ
ハ
、
醸
備
二
必
婆
ノ
塵
物
ナ
リ
、
蕊
仏
ノ
野
ニ
モ
、
水
艤
ニ
ハ
暢
樹
ヲ
繁
育
シ
、
摩
ノ
土
泥
ヲ
鬮
〆
、
僻
セテ枝ヲ空ル用一一供スルト云、
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
岩
倉
使
節
団
ち
よ
う
お
そ
う
○途上一一一条ノ長嶋（長い土手の意１１筆者注）ヲミル、是ハ奄特坦府へ漕
ぐ
う
で
ん
か
い
送ノ運河ニテ、蒸汽船烟ヲ吹キテ、楊樹ノ際ヲ行ク、処処村樹ノ中、田糟ノ傍
確ニハ、風車ノ閃クアリ、荷闘ノ境ハ、到ル処ミナ蟹蒋（くぼんで低いの意ｌｌ
近
雄
者
注
）
ノ
沢
郷
ニ
テ
、
風
車
ノ
下
二
居
住
ヲ
ナ
ス
、
其
光
紫
ハ
常
二
此
類
ナ
リ
の
高米欧回覧実記
」
－
Ｊ
 
園公栖淘アムステルダム駅で下車した一行は、旧市街北側の港や河岸に目を向
惣燕けるのだが、その地形に、はるか日本の風景ｌ‐‐‐謬鐵謎（隅田川河口西
観故岸の商業地区）を想起するのである。当時のアムステルダムの人口は約
噸埣一一十六万五千人、現在は約八十万である。
ム
ル
ダ
テルス
Ｊ
１
ル
ト
ｏ
ホ
ラ
ン
ト
ザ
イ
ヂ
ル
ゼ
‐
テム○奄特坦府ハ北荷闘州ノ海湾首府ニテ、「シンデル」ノ海湾（田已ロ臼田の⑰ｌ
埋けｌ筆者注）一一控へダル、当国第一ノ都府クリ、識呼ハ以テ王都トセシコトモァ
ァ
。
リ
、
欧
洲
中
ニ
テ
切
要
ナ
ル
、
貿
易
ノ
都
会
ナ
リ
、
其
地
ハ
北
緯
五
十
二
度
二
十
二
分
、
東
廟乘経四度五十一一一分二位シ、人口二十六万四千六百四十九人アリ、府中ニハ、湾海
８
形
う
わ
ん
と
し
ゆ
つ
た
ん
当あ二注ク江港ヲ交錯シ、或ハ弓轡シ、或ハ斗出シ、水光婚トシーナ（静かな意か１
ヶ
、
し
ゆ
う
し
ｌ
筆
者
注
）
、
地
中
尺
余
り
下
二
灘
へ
、
洲
噛
（
脇
、
中
洲
の
意
か
Ｉ
縦
者
注
）
互
二
四五
がないのである。けれどオランダ第一の都会だけあって、市の規模は大きく、市中に網の目のように張り巡らした無
い
し
づ
く
数の運河や橋、大きな石造りの建物や石畳の通りが多い一」とに注目し、ことに運河の前に並び続く高層の建物を見る
と、そぞろに東京の隅田川河岸の倉屋敷を想い出さずにはおれなかったようだ。
オランダにおける岩倉使節団
四
六
、
う
ら
ん
相望ミ、峰密（山々の菩雫－１筆者注）ノ前後二映対スルナシト錐トモ、樹陰
２
〃
さ
ま
か
ん
が
し
ん
し
倒一一影ヲ鑑ミ（樹木が影を落しているの齊啼１１飛者注）、参差（並びつづく
宮の薔雫－１筆者注）トシテ遠キー一連リ、水晶館（鉄骨ガラス張りの建築の意Ｉ
唾「鑓者注）ヲ起シ、草花苑ヲ棚キー元水塵（朧の意かｌ蕊脅注）／勝二接
力
う
ら
ら
か
ｂ
邸
め
ん
ぞ
う
物連シタレハ、河岸ノ眺覧モ麗二、我東京深川霊岸島ノ光景ヲ緬像スルナリ
唾（はるかに思いやるの齊啼１１簸者注）、此港ノ貿易ノ盛ナルャ、一潮ノ来ル
ぽ
い
し
形ｊ二従上、百艘ノ船ヲ入ルヲ常トシ、時ニハ是一一倍葎（数倍にふやすの意１１
処蝋鱗諜矧曄糊巍岬二鰄胱澱の熊ⅧＭ識削麹纐繩峠
ルし古シ、欧人牡蛎ヲ賞美ス、閲国以テ利ヲウク、米洲一一於テハ、新約克ノ海岸一一
方』『“多ク生ス、往時蘭人長崎一一来リ、肥前ノ牡蛎ヲ賀フテ輸送セルモ、其利ヲ猶
輕醗漉ルー一価へル故ナリ
靴聿辱
（『米欧回覧実記」）
靭而ア
１
正
くそれより一行は市街に入り、周囲のたたずまいに目を向ける。しかし、
ま
ち
よく観察すれば、声」の市の様子は、ロッテルダムやハーグのそれと大差
次いで一行は建物の地下室（【の面の【）について説明を受けるのだが、日本の土蔵との異同に注意を払っている。
あ
な
ぐ
ら
《日本ニ土倉ヲ建テ、火災一一備フ如ク、西洋ニハ屋下一一審ヲ造り、物ヲ蓄フ》と述べている。アムステルダムの建物
の多くが「地下室」を持っているのは地価が非常に高いことによるという。西洋人は地下室を造るにしても、《瓦料
え
ら
ノ泥ヲ択ミ、石材ノ質ヲ択ミ》て、湿気を防ぐ一」とに努め、地下にても快適さを失なわないように配慮するが、日本
オランダにおける岩倉使節団
四七
ナシ、其溺渠ノ前一一、
梯タリ、「ヒーレン」
フ
ラ
フ
卜
の同月頁のこと。駒『ロ（
－筆者注）ニテ、高凸
か
せ
き
瓦石（かわらと石のニ
ナ
ル
コ
ト
ナ
シ
凸
ぐ
ロ
ッ
ト
ル
ダ
ム
か
ん
か
つ
ｇ
よ
う
Ｄ
Ｌ
う
街二入リテ、溝渠縦横二蕊ル、鹿特坦府一一此スレハ寛澗ナリ、全府中一一交ハル溝渠〈一千二及フ、之一一架セル橋梁（橋の総称
Ｔ
こ
ぶ
か
い
こ
う
ｌ鼈考注）ニハ願ル建築ノヵヲ尽セルモァレトモ獺シーァミナ木繍二一了中門二天秤ノ仕掛ヲ以テ、橋板ヲ鰯鬮シ（開閉する
そ
う
意１－筆者注）、溝渠ヲ漕スル船ヲ通ス、是荷蘭都府ノ橋制ナリ、市中ノ屋造（家屋の意－１‐筆者注）ハ、多ク碑瓦ヲ以テ畳成
お
う
鉛
う
た
く
ス、往往一一石造屋ヲミルハ（あちこちに、見られる石造りの建物の意‐－－筆者注）、ミナ府中有名ノ大館ナリ、白蘭一一国ハ皆沢
こ
ぐ
ベ
ル
ギ
ー
ゆ
た
国ナレトモ（ベルギー・オランダは沼や沢の多い層であるの意ｌ筆者注）、白圏内ニハ職物驍カナリ、又麹築／石材ヲ出ス・
故一一其大都一一石屋多シ、蘭国ノ砿物ハ、麟一一隅ヲ鍵スル（これるの意Ｉ‐‐筆者注）白泥ヲ出スノミ、石造リノ材モ資スルニ由十
し
か
Ｌ
の
う
シ、然しトモ此大都府ノ市街二、従ク処ミナ石ヲ蕊シテ（糊みかさねるの意１１筆者注）、路ヲ修〆（道路を彊備するの葱‐‐ｌ
こ
う
β
こ
う
か
筆者注）、街頭二広逵（大通りの意－－１鑛者注）ヲ開キ、満面石ヲシキ、高腹大屋（高い建物の意－－‐箪者注）ヲ蝉カシ、往往
必
さ
く
一一石造ノ館ヲミル、実二動メタリト云へシ、市中一般ノ屋作（家の意１１筆者注）〈、幅狭クシテ窓欄ナリ、高サ五属ニスキル
し
ん
し
ナシ、其溺渠ノ前一一、参差トシテ（並びつづくの意‐‐－筆者注）叢立スル模様ハ、我東京ノ江戸橘ヨリ、河岸ノ諸倉ヲ望ムニ坊
へ
’
し
ン
プ
ラ
フ
ト
ヤ
イ
ゼ
ル
ス
フ
ワ
フ
ト
プ
Ⅵ
ン
セ
ン
綿タリ、「ヒーレン」街「カイザル」街「プリンセンスグラーカ」ノ三大街ハ（函の円のゴーの『画：［》穴の】⑩①『⑩‐の『色ｎ頁》『）『旨、のロー
ブ
ラ
フ
卜
。…のこと．…（織「運河」の意．これらの選河は十六．七世紀に造られたｌ鼈肴注）、欧洲ノ大府中（大都会の意‐
－筆者注）一一テ、高名ノ街卜此肩スルー一足ル、府中ノ地、水平卜相躍涯尺ナラサルモ、騨ヲ起スーーハ、亦必ス地中〃盤チリ始ム、
か
せ
ぎ
瓦石（かわらと石の音梺１１錨者注）ヲ魁ミテ水温ヲ拒ミ、其内ヲ以テ蔵トシテ物ヲ蓄へ、或ハ人ヲ住マシム、西洋一般ノ風卜異
ｓ米欧回覧実記」
王宮内を一覧した使節らは「美術館‐｜を訪れたが、その建物の名称についてはわからない。『米欧回覧実記』には、
《○集画館一一至ル、名画古画ヲ一一厨ナル高宇ノ楼二蓄フ、常二府中ノ画入来リ、就テ摸写シ、其法ヲ学ヒテ、美術ヲ
辮究スル為メ一一設ク》とあるだけではっきりしない。おそらく「王立博物館」（閃鴬⑪日巨⑪の巨曰）の前身か、「フォド
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
岩
倉
使
節
団
四
八
人は湿気とか快適さそのものにはあまり心をくばらない、といっている。
市内に入った一行はダムラック（Ｃ回日『鳥）の通りを馬車で進み、ダム広場前の「王宮」（西２勺回一四の）を先ず見学
に訪れたようである。この建物は一六四八年にヤコブ・ファン・カム。ヘンによって着工され、一六五五年に八百万フ
、
ロリンの鳫賛を投じて完成したという。四辺形の擬古典的な建物で、基礎工事の際には一万一一一千六百五十九本ものく
も
（Ｍ） 
いを使用したとある。最初は市役所として用いられたが、ルイ・ナポレオン治世下の一八○八年に王宮となった。
この王宮については『米欧回覧実記』は次のようにいう。
ど
Ｏ
Ｌ
と
○奄特坦ノ王宮二至ル、宮ハ府ノ中心ニアリ、長サニ百八十二尺、広サニ百三十五尺、高塔ノ秒ハ高サ百二十尺二及フ、元ハ
府ノ町会所ナリシヲ、修メテ以テ王宮トナセリ、今二其時ノ会講堂ハ、存シテ宮内一一アリ、一一百年前ノ建築一一力、ル、宮ノ内熾
〃
ん
ら
ん
こ
う
ぜ
ん
か
八
つ
ハ、金色眩綱ナラス、Ｒ白石鯛然トシテ（白く螺くの意かＩ縦者注）．窓明カニ薑潔ク却テ澗腿ヲ蝋フナリ、爾額ヲ以テ鯛
こ
う
し
よ
う
レル室アリ、文絹ヲ以一ア張レル壁アリ、其尤モ広敞ナルハ（広々としてさえぎるものがない意－－筆者注）会食堂ナリ、正二高
＠
ゆ
う
う
が
Ｔ
と
う
そ
う
し
膳ノ下二位ス、其簿宇（丸天井の意かｌ鑛者注）ノ祷誹十文二及フ．此頂心ヨリ金ノ鳧鎖ヲ以一ァ、瓦斯燈ノ大繼枝（シャンデ
ユ
カ
ハ
ん
か
つ
い
ま
リアの意かｌ総者注）ヲ釣下ス、全然〈寄木板ヲ張り、円活（嫌めらか戦意かＩ鱸肴注）二一テ足ヲ尖ハントス、此ハ先代未
ハ１グ
匹
刷
ダ
海
牙
二
都
セ
サ
ル
以
前
ノ
王
居
ニ
テ
、
遷
都
ノ
後
モ
、
猶
修
治
シ
テ
以
テ
別
宮
ト
ナ
セ
リ
文中の「アムステル、ホテル」とはサル。ハティ・ストラート熈肖已日－－陣『四四［の角、トルプ広場『巨一ロー勺一の旨一番
地（旧番地）のシ曰の怠『四○斤①］のことである。近くにはアムスーナル川が流れている。当時は、一一百室もある一流ホテ
（肥）
ルであったようだ。このホテルは現存する。きゅ
う
「水晶宮」とは○【『の国一℃四一：①（水晶宮）のことで、鉄とガラスを主体とした建物のことである。フレデリック広
場句『８の【房⑩１勺一の旨にあったが、今は無く、その跡地は「オランダ銀行」となっている。「水晶宮」はアムステルダ
ムではで四一の一のぐ。。円く○房のぐ一目］［（〃国民工業館〃ほどの意）と呼ばれていたようで、コルネリス・アウッホールンが造
オランダにおける岩倉使節団
四
九
六百九番地（旧霞越）。
ル博物館」（司呂。『冒巨の①巨曰）を訪れたのではなかろうか。前者の創設は一八○八年にさかのぼり、現在の建物は一
八七六年から八五年にかけて完成した。後者は一八六○年にフォドルが創ったもので、場所はケイセルス・フラフト
擬ノ地ナリ
今らゆうさい
さ
ん
ざ
「アムステル・ホテル」二至り、昼餐ヲ弁ス、此ハ港江一一一叉（一一一筋に分かれた所の意－１筆者注）ノ前二建テタル、五層ノ大
そ
う
ろ
う
ご
つ
鏑ニーァ、府中二一ァ｜ニラ争う旅館ナリ、窓撒ミナ（すべての窓ガラスの意かＩ鱗肴注）水光鑿彫ヲ入し、水晶蝋鯛二兀立シ
や
な
げ
こ
臣
侃
た
ん
た
ん
（つき出て高くそびえ立つ意‐‐ｌ‐筆者注）、柳垂し草蝋上（楡の木がたれ、草が美しい意か－１筆者注）、水紋瀦旛トシテ（水面
○
八
ん
か
Ｕ
におこる波紋がゆらいでいる意－－‐錐者注）、烟霞ヲ抱き（ｊｂやがたなびく意か１－１筆者注）、船舶ノ往来スルヲミル、府中ノ風
｜行は美術館の見学をおえてからホテルで昼食をとっている。
「米欧回覧実記』）
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
岩
倉
使
節
団
五
○
Ｆ
－
ム
（Ⅳ） 
り、カフェ・ホ１ル・劇場・売店・展一不場などが入っていた。丸屋根の高さは百九十フィートあったという。
この建物については『米欧回覧実記』は次のようにいう。
ｑ」』『一宅
へ一一Ｆ 『四‐｜“『十 意
か
Ｉ
筆
者
注
）
（
後
略
）
卓
６
Ａ
ん
○水晶館ハ、当府ニテ鼻目トスル壮美ノ館ナリ、以テ遊桁ノ場（遊びたのしむ場所の意－－筆者注）二供ス、中央二巨塔（ド
吃
Ｄ
こ
う
Ａ
い
‐ムのことｌ筆者注〉ヲ超シ、金屋ミナ鉄ヲ以一了、幹トシ一元駿璃（がラスの意‐ｌ筆者注）ヲ以一ア綴フ腱篝ニシ｜ア（キラ
０
よ
げ
そ
う
キラ光っていて蘂しぃ意かｌ鑛肴注）蓬夕瀞シ、英国水脳富ノ小ナルモノナリ、中塗ヲ広廊ニシテ、木板ヲ以テ下紳（ゆかの
ひ
と
く
み
ど
う
げ
き
意１１筆者注）トシ、正面二楽垣ヲ設ク、此日正二一議ノ楽隊、楽ヲ調シ、府中ノ遊人、男女集リ間キ居クリ、頗ル閥劇ナリキ
カ
ツ
フ
エ
Ｉ
ひ
ざ
ら
ら
よ
う
（にぎやかの意かｌ雛肴灘）両側ノ臓二〈、酒離剛ヲ順クモノァリ、又一ニノ画房アリテ、“回顧ヲ鵬擬ス（腹げ舷べろ
水晶宮（｢国民工業館｣）
(『米欧回覧実記』より）
「水晶宮」を一覧した一行は、次いでアムステルダム名物のダイヤモンド
皮
ろ
う
の磨態所」（研摩工場）を見学に訪れている。
ヂ
ャ
モ
ン
ド
文
ろ
う
○金剛石ノ磨襲場〈、府中ノ第一ナル高名場ニテ、欧洲各国二於テ、金剛石ノ流
ま
た
く
行ハ甚タ盛ンナレトモ、是ヲ磨琢シ枠玉トナスコトハ、此場二非スハ、成ス能ハス
トナン、此場ハ四十年前一一「コストル」氏ナルモノアリ、仏国ノ領事官トナリ、初
メテ此製造場ヲ建起セリ、現二職人ヲイル、日一一一一一百十五人、蒸気ノ輪三十六馬力
ナルヲ安シス（後略）
（『米欧回覧実記』）
ダイヤモンドの研摩見物は、今もアムステルダムの観光の一つになっており、現地の売店で求める人も多い。この
市で研摩が行なわれるようになったのは十六世紀のことで、ポルトガル系ユダヤ人がその技術を持たらしたといわれ
る。戦前には研摩工場が七十ほどもあり、約一万人ほどの職人がその仕事に従事していたという。
研摩工場（Ｓｍ】目員⑩一一］ロの『一］）が集中していたのは、スワネンブルヘル・ストラ１卜（園三目の二宮『ぬの『の（『四ｇ）とル
ステルスーェィラント（宛。。…‐匡圓ＩＺステルダムの東部ｌアフテルフラフ卜涛鯵：…Ｅ耐
した通り）である。スワネンブルヘル・ストラート十二番地（旧番地）にあったＭ・Ｅ・コステル（、８斤の『）の研摩
（肥）
工場である。ここはアムステルダムで一番古い工場であったらしく、観光客割ｂ絶えず訪れた。たしか今はこの場所に
工場は無く、あたり一帯の家屋はとりこわされて空地になっていたように記憶している。ちなみに近くにアムステル
川が流れており、その川の対岸ビンネン・アムステル・ストラート百八十番地（現在の番地）の家こそ、幕末のオラ
の
り
よ
り
ンダ留学生赤松大一二郎（則良、のち、海軍中将、男爵）の下宿があった所である。
一行は、博物館・水晶宮・ダイャモンドエ場以外にも諸処方々を見物したと考えられるが、馬車で一周し、ちょっ
と立ち寄った所は公園。海軍省・ユダヤ教の礼拝堂（市内に十カ所ある）・海軍ドック・アムステルダム銀行・オラ
ンダ商事会社などであったろうか。いずれにせよ、ゆっくり見学する時間はなかったようである。
ヂ
ユ
タ
ド
ツ
ク
（四）
此外府中一一於テ回覧スヘキハ、「パーク」、海軍局、猶太寺、及上船廠等、ミナ著名ナリ、奄特坦銀行、東洋商会（第五十三巻
い
と
立
二出）等ハ、甚夕盛大ナリ、此日ハ時促シタレハ、一一一一回覧二邉アラサリシ
ミ米欧回覧実記』
オランダにおける岩倉使節団
五
一
に夛癖E豆三思 オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
岩
倉
使
節
団
ｑｃ し士ＵＫＺ１腓
〃《iiil
ロ
〔アムステルダム
の市街地図〕 運河他水晶宮
(現存しな(，
使
節
団
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
訪
問
は
、
翌
日
と
翌
々
日
の
新
聞
に
報
じ
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
『
ラ
イ
デ
ン新聞』（｛、の一・⑰日①ＤＣＰ日日一八七一一一・
三・四）は次のような記事を掲げている。
三
月
三
日
ハ
ー
グ
五ニ
やがてアムステルダム見物をおえた一行は、
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
タ
ッ
ク
宅
で
の
晩
餐
会
に
臨
ん
だ
の
ち
、
午
後
九
時
半
の
最
終
列
車
で
ハ
ー
グ
に
戻
っ
た。昨日アムステルダムを訪れた日本使節の面々は、
同夜ハーグに戻った。一行は首都で前駐日領事フ
ァン・デル・タック氏が敬意を表して催してくれ
せ
つ
ば
ん
○是ヨリ車ヲ回シ、接伴掛「ハンーナル・タツ
せ
か
せ
ん
し
て
な
し
ク」氏の宅に赴ク、夕隈ノ亭アリ、九時半二汽車
一一上り、十一時一一帰館ス
ミ米欧回覧実記上
一一一日は薄曇りであった。｜行は午後、ポルスブルックの案内でハーグ郊外フォールスホーテン（く◎。『の：。【のロ）に
あるファン・ケン。ヘンの「王立オランダ金銀器製造工場」（【○口・Ｚの９の『一・句：Ｈ－の穴ぐ目、。且のロのロＮ一一ぐの『のロ）を訪
（釦）
れた。この会社は一八三五年に創設されたものらしい。
と『米欧回覧実記』にある。同工場の持主・位樋・規模その他については、次のようにある。
た十九人の晩餐会に臨んだ。
昨日、王国の首都（ハーグ）で珍しい物を沢山みた高貴な外国人らは、その宴席に出れなかった。かれらは明後日、いろいろ
見るために再びアムステルダムに赴くことであろう。
三
日
薄
陰
ハ
ー
プ
ば
か
り
一一時ヨリ馬車二駕シ、「フロスプロク」氏ノ案内ニテ、海牙ヨリ東北二走ル五英里許ニーナ、「ポーシポテン」村二至り、銀器ノ
製
造
ヲ
ミ
ル
「ファンバン」氏（不議ファン・ケンペンのことか，Ｉ筆者注）ノ銀器製造〈、村中二｜区ノ地域鍾占人樹ラゥェ章ヲ
い
ち
う
ひ
と
む
ね
樋エタル苑中二、幽雅ナル壜宅ヲ礎シ即チ其私宅ニーズ此脅二一字ノ製造場アリ（工場が一櫟ある意かｌ筆者注）画十年
そ
う
前一一獅建ス、場内一一一十馬力ノ蒸気輪ヲ設ケ、職人ヲイル、百五十五人ナリ、銀ハ独逸ヨリ輸入ス、此ニテ製スルハ純銀ノ細工多
シ、器機ハ英国ノ烟醗鰄府ヨリ仕入タルモノ多シ
一行はこの工場で電気による銀の溶解方法、器面に彫刻する器械などを一覧したのちハーグに帰った。
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
岩
倉
使
節
団
五三
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
岩
倉
使
節
団
五四
同夜、一行は外務大臣主催の晩餐会に出席したのち、「王立フランス劇場」（【Ｃ昌口匡芦のロョ日ロのＣ彦のロの目・口‐
ミウ日随）で観劇した。この劇場は後年の「王立劇場」（【ｏ日具一房の、９．ロミワ員、）のことか。コルテ・フオールハ
ゥト（【○月のく。。『冒具）に面し、「オテル・ポーレ」の斜め向いに位置している。この日の日本使節の動静は『ライ
デン新聞』（Ｐの苞⑫９のＣ○日四日一八七一一一・一一一・五）が伝えている。
四日も薄曇りであった。『米欧回覧実記』はいう。
本日、使節らは自分たちに敬意を表して催してくれる大晩餐会に出席することであろう。その折、政府の高官らも招かれる。
一方、使節らは今晩、「王立フランス劇場」に観劇に赴く。フレデリック公は今回、客人の使用に供するため、自分の仕切り席
を譲った。水曜日、使節らはフレニナリック公主催の「クジャクの家」における晩餐会に招待されている。
（『ライデン新聞』一一八七一一一・一一一・四）
昨日の午後、日本使節はフォールスホーテンにあるファン・ケンペン氏の「王立オランダ金銀器製造工場」を訪れた。使節は
今日の午後一一時半に再びフレデリック公の引見をうける。もと駐日オランダ公使であったグラーフ・ファン・ポルスプルック氏
は自宅において使節らに晩餐を供し、一方、ヘンドリック公はこんどの木曜日にこの高貴な外国人らに敬意を表して晩餐を与え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
三
月
一
一
一
日
ハ
ー
グ
三
月
四
日
ハーグ
岩倉はお話ごもつとも、近くその辺にも大改革を加え、司法権を独立させ、一局面を開き、文明各国の規準に合わ
（皿）
せ規則を設けるつもりであると速口えた。
またこの日、日本側より「馬関償金の件」（明治政府にひきつがれた、米・英・仏・蘭四カ国に対する賠償金の未
払い分百五十万ドル）で、残額を免除して欲しい旨をしたためた書面が提出された。が、一行がその回答に接したの
オランダにおける岩倉使節団
五五
摘した。
前掲書にみられるこの日の記戟事項はこれだけである。この日、岩倉大使と伊藤副使は通訳として栗本貞次郎（幕
末のフランス留学生）、筆記役として田辺太一らをともなって外務省を訪れ、大臣へリッケ・ド・ヘルウエネンやオ
ランダ弁理公使ファン・デル・フゥーフェンらと条約改正問題で協議をこらした。
会談の席上、岩倉大使は条約改定の期限にも達していること、貴国政府の「御見込の程」をお聞きかせいただきた
いといい、日本は封建制度を廃し、民一統の政治を行なうようになったが、これまでの条約では「自然独立の国の椛
利を損」い、不都合もあるので改正いたしたい、と述べた。
ま
ず
これに対して、オランダ側は「是迄条約の侭にて先充分」といい、条約の改変は当方にとっても不都ムロがあるとし、
貿易の簡便、内地旅行と開港場の増加、キリスト教の解禁などを勧告した。さらに日本に行政・司法の区別がなく、
裁判権が地方官の手にゆだねられており、かつ裁判所規則も確立しておらず、外国人の訴訟に不都合があることを指
四
日
薄
陰
外務省一一於テ応接、
し
と
ダニ海牙ノ王宮ヲ回覧ス、夜元日本公使「フロスプルク」氏ノ宅ヨリ招宴アリ、
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
岩
倉
使
節
団
五六
はペテルスブルクに到着したときであった。文面には、オランダ政府は英仏両国政府と同じ理由で、日本政府に免除
（蛇）
を求める理・田がない、とあった。
一方、オランダの新聞によると、午後二時半に日本使節はフレデリック公の引見をうけたとあるから、木戸と大久
保らが掲見を賜ったのかも知れない。おそらくこの日、使節らは二手に分かれて行動したようだ。しかし、ポルスブ
ソ
ア
レ
ルック宅での宴会や晩餐後のボン．ヘ医師宅での夜会には、皆出席したことであろう。
『新ロッテルダム新聞』（二の巨葛の宛。［【の『（両日の、彦のｎｏ貝口員一八七三・三・五）は、当日の日本人の動静を次のよ
う
に
伝
え
て
い
る
。
また『アムステルダム新聞』（シ日の［の『（旨日の目のｎ．旨四日一八七一一一・三・七）の記事はこうである。
本日の午後二時半、日本使節は再びフレデリック公の謁見を腸う。もとオランダ駐日大使であったグラーフ・ファン・ポルス
プルック氏によって、本日、その私宅において日本使節に対して晩餐が供された。一方、フレデリック公は、こんどの木曜日に
この高貴なる外国人らに敬意を表するために正餐を供するであろう。
昨日、グラーフ・ファン・ポルスプルック氏が敬意を表して私宅において催した晩餐会に出席した日本使節の面々は、そのあ
三
月
五
日
ハーグ
三
月
四
日
ハ
ー
グ
と
以
前
日
本
で
医
師
を
勤
め
た
ボ
ン
ベ
・
フ
ァ
ン
五
日
、
朝
か
ら
ハ
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
岩
倉
使
節
団
グ
の
町
は
す
っ
ぽ
り
と
濃
霧
に
と濃霧に包まれていた。が、昼すぎより霧は晴れ、薄曇りの空模様となった。
『
米
欧
回
覧
実
記
」
に
《
此
日
ハ
海
牙
ノ
北
方
ナ
ル
、
海
浜
ノ
光
景
ヲ
一
見
ス
》
と
あ
御るょうに、使節の一部（名前は不詳）はハーグ郊外の海岸保養地スヘペーー
都ンゲン（砕豈のぐ２首、のご）へ遊覧に赴き、夜はフレデリック公主催の晩餐
藤会に臨んだ。
癖スヘペニンゲン訪問は各紙に報じられているが、『新ロッテルダム新
亜間』（ｇ目這の宛。［〔のａ四日⑪ＳのＱ）貝四員一八七三・一一一・六）の記事は次の
ゲン
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
一一べへ
三
月
六
日
ハ
ー
グ
スの識昨日、使節はスヘベニンゲンを訪れ、かなりの時間を浜辺ですごした。
８
 
７
 
０
 
１
 
か
い
一方、副使の木戸らは汽車でアムスーナルダム近郊の片いなかに行き、開
さ
く
鑿中の運河を見学した。『米欧回覧実記』はいう。
メ
ー
ル
デ
ル
フ
オ
ゾ
ア
レ
ルト氏宅での夜会に臨んだ。
五七
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
岩
倉
使
節
団
木戸一行が見学したのは「北海運河」（ｚＣＣａ月の尻目四四一）のことで
あろう。この運河は一八六五年に着工し、一八七六年に完成したもので
全長約十五マイル、幅六十五ヤードから百十ヤード、深さ約三十フイー
（鍋）しようそ
卜ある。総工費は約一一千七百万フルデンであった。
それより一行は岬に築いた防波堤・運河・水門・船槽・見張り所など
を一覧したが、番小屋でしばらく休息したとき、そこの住人は、日本人
が来たことをたいへん喜び、酒など出して歓待してくれた。《此日ハ天
ゼ
い
き
薄陰ニテ、風凄其タリ、｜味ノ野趣、粛疎ヲ党フ》とあるところから考
えると、当日は冷たい風が吹き荒れており、出されたオランダ焼酎三
ネパー）を一口飲んだとき、いなかびた趣と物寂しさを感じたというこ
五八
し
ん
さ
く
木戸副使ハ、蒸気車ニテ奄特坦府ノ近方ナル鄙村二赴キ、新鑿ノ運河ヲミル、
○此運河ハ、北海ノ浜ヨリ奄特坦マテ、一一十五「キロメートル」ノ距離ナル地
ヲ開鑿シ、深サセ「メートル」、幅六十「メートル｜ノ河道ヲ通シ、欧洲北方
う
か
い
ノ船舶ヲシテ、「シンデル」海程ヲ迂回セスシーテ、直二奄特坦港――達セシムル
し
よ
う
上
く
へシ、此距離中二、陸地ハ只一ハ「キロメートル」、其他ハ沼沢ナリ、河ノ門繋
す
て
ハ、己一一成就セリ、当時ハ水ヲ汲ミ乾カシテ、沼沢ヲ乾士トナサント、其工作
一一多少カヲ用フルトナリ
とであろう。そのあとは《野径ヲ歩スル、
木戸らが見学したものはこれで全部であったのか、それとも他
ン新聞』（’’一月六日付）には「本日（三月五日）、使節の何人かは一
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
岩
倉
使
節
団
一英里余一一テ、汽車駅一一至り、午後五時一一帰館ス》。
ったのか、それとも他に見たものがあったのか判然としないが、『ラィデ
日）、使節の何人かは再びアムステルダムに赴き、当地のオランダ商事会
社とオランダ銀行を見学した「｜とある。同じ内容の記事が『アム
ｊ
 
蔵
ステルダム新聞』（三月七日付）にも出ている。
館書
また『アムステルダム新聞』（三月六日付）は、使節が市内の
文古
トレスリング石板印刷会社（弓『の⑫一旨碩陣、。．．）を訪れたことを報
の
じている。この印刷会社は文久遺外使節らも訪れた所であり、ムマ
ムダレ
はその建物は無いが、、ソンゲルの百八十一番地にあった。
ノーナスムアく
一一一月五日アムステルダム
物建の
本日、日本使節はファン・デル・タック氏の案内で当地の王室御用達
社
の石版印刷工場であるトレスリング会社を訪れ、最大の関心をもってず
〈云駆
ぺてを一覧した。
商ダン
ひょっとすると一同は、最初にこれらの建物を訪れたのち、「北
一フオ
海運河」の方へ足奔一運んだものか。
五九
記』はいう。
六日は曇天であった。木戸一行はアムステルダムを再訪し、こんどは動物園を見学した。『米欧回覧実記』は次の
よ
う
に
い
う
。
の
Ⅱ
フレデリック公主催の晩餐会の模様を伝える記事はいくつもあるが、『新ロッテルダム新聞』（三目三の局・体の己甲
目⑫、彦①ｏ目肖：〔’八七一一一・三・七）は次のようにいう。
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
岩
倉
使
節
団
六
○
この日の夜、フレデリック公の別荘「クジャクの家」（西目、□の勺四口ｇにおいて晩餐会が開かれた。『米欧回覧実
昨日、日本使節に敬意を表するために、プレデリック公によって別邸「クジャクの家」において催された晩餐会には、この筒
賀なる外国人のほかに宮廷の大勢の紳士淑女も招かれた。
先に述ぺたように、ヘンドリック公は本日、日本使節に晩餐を供することであろう。
六
日
陰
り
ん
じ
ゆ
此日木戸副使ハ奄特坦府二赴キ、禽獣園ヲミル、此禽獣園ハ、欧陸ノ地一一テ、第一ノ評ヲ得ダル所ナリ、圃中ミナ平地ニテ、
で
い
路
い
え
ん
包
よ
う
夜「プリンス、フレデレッキ」世子邸第（屋蚊の意‐１－筆者注）ニテ、鱗享ヲ賜フ
三
月
六
日
ハーグ
が飼われているという。
ざ
ん
も
よ
う
一行はこの動物園で、カバ・しまうま・サル・鳥などを見たが、《禽鳥ノ類モ甚夕多、ン》ということだから、当時、
園内には鳥が沢山飼われていたのであろう。南アメリカ産の鶴ばかりか、日本の鶴もいたようである。また園内にあ
る建物があって、そこに日本の器物（人形・大小の仏像など）が展示してあった。
Ｕ
ろ
一行はこのほか、熱帯の動物（ヘビ）や植物などを養う建物（温室）なども見学したが、室へは。ハイプで蒸気が送
り込まれていたという。しかし、一行が興味を意かれたのは《魚児ヲ養う室》（「養魚場」）であった。
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
岩
倉
使
節
団
一ハー
ア
ル
デ
イ
ス
この日、一行が訪れた動物園は一般にシ『合一のの呼称で親しまれている所である。この動物園は一八一一一八年に「芸術
の本質」（ｚ四目日シ『【一⑪】一厨四の〔『回）協会によって創設されて以来、同協会の略語を採って「アルティス」と呼ばれて
（型）
いる。広さは一一十八エーカ、植物園を伴設し、ドック通り（Ｃ・岸Ｆ四目）に面した所にある。現在は七千以上の禽獣
ぬ
ぐ
ら
江
ん
か
ん
山丘ノ識ケナヶレトモ樹ヲ樋エ池ヲ匝シテ、盤桓スヘシ（広大である意かｌ筆者注）、其他ニマサル所ハ、禽獣ヲ蒐集セル
か
ん
よ
０
ノ多キト、拳養（飼育の意－－‐筆者注）ノ其術ヲ得テ、ミナ肥沢ナルニァリ
アリ、
ラ
ン
ヤ
。鬮中二一鱸ヲ起シ・外鬮ノ曇貨ヲ蕊ム、日本の物品毛多ク漿〆クリ、江戸ノ生人形（不詳ｌ鑛肴注）あり、
肛
人
そ
た
鱈
そ
つ
り、ミナ日本ニアリテハ精工卜称セラルレトモ、比内ニァリテハ、何菅二値父（いなかおやじの意－－筆者注）含米欧回覧実記」
銅仏像大小数
ノ
面
目
ノ
ミ
ナ
｜行は、当圃において初めて人工孵化の養魚法を実見し、見聞を広めたわけであるが、ベルリンを訪れたときも、
漁業会社の展覧所で《漁業学》（「養魚法」）の施設を見学し、その知識をいっそう深めることができた。
この日の夜、使節らはへンドリック公の招宴に臨んだが、これはいわば送別の宴でもあった。『米欧回覧実記』は
い』ワロ七日は薄曇りであった。この日、使節団はオランダを立ち、プロシアへ向うことになっていた。前日、ベルリンの
日本公使館へ電報を打っておいたので、．すでにプロシア政府より接待委員一名がハーグに来ていた。また日本公使館
からもシ【四目蚕（不詳）という者が一行の案内役としてハーグに来ていた。この日本人について『新ロッテルダ
ム新聞」（ｚ｝２コの完○耳の己画日の：のｎｏロ「：［一八七一一一・’一一・七）は次のようにいう。
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
岩
倉
使
節
団
一ハーー
◎
Ｃ
Ｏ
ｃ
ｃ
Ｃ
Ｏ
◎
。
Ｃ
Ｏ
。
。
ｏ
Ｕ
せ
り
魚ヲ養う〈、樹ヲ青スルカ如シ、土性ノ肥癖ヲ相シ、養魚ノ池ヲ造り、温度陽光ヲ差シ、風ヲ防キ雨ヲ収〆、水草ヲウエ森林
し
印
ら
た
ん
５
人
▲
が
鄭
ら
ご
ヲ蔭シ、肥壮ノ魚、雄雌ヲ放ツーナ交尾セシメ、其蛋卵（たまどの意１１筆者注）ヲ生セシメ、之ヲ孵化シテ鰯トナシ、別池一一送
な
列
リ
テ
成
長
セ
シ
ム
、
猶
樹
苗
ヲ
作
ル
カ
如
シ
（
中
略
）
此
園
二
養
う
魚
児
ハ
、
即
其
法
ニ
テ
孵
化
セ
ル
モ
ノ
ナ
リ
ミ米欧回覧実記」
夜王族「ヘンデリッキ」侯ノ邸第二招謂アリ、鰹亭（ごちそうの意－－－筆者注）ヲ鴫フ、
かくて岩倉使節団は七日の朝八時にライン鉄道（宛冒の己。。『肴の噸）の展望鍵で一路ベルリンへ向った。－行を乗せ
た汽車はエムス川（向日の）を渡り、国境の町ベントハイム（国⑦貝冨目）に到着したとき、オランダ側の接待委員ポル
スブルックとファン・デル・タックは日本人にいとまごいし、下車した。
使節団もいったん下車し、プロシア側の接待委員ライトおよびローテルサン大佐、もと駐日領事Ｌ・クニフレル
（【日笙の『）らの出迎えを受けたのち、再び一緒に汽車に乗った。このときすでにかなり物見高い連中が日本使節ら
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
岩
倉
使
節
団
一ハーーー
ゲ
ル
マ
ン
朝八朧ヨリ海牙ヲ蘂シ、…蘂二赴ク、…箒（ピスマルクのことｌ筆者注）ヨリ招擴トシーア、富内ノ官員「カンスヶ」
氏（不詳ｌ鑪者注）、海野二来リ、共二蕊二上ル．接伴掛爾人毛亦送り来ル．東南ヲ圭ルコト｜時間行沢地ャ、ツキテ平臘卜
こ
う
ゆ
ナル、沙土多ク膏映（土地が肥えている意‐‐‐‐‐筆者注）ナラサレトモ、松ヲウエ林ヲナス、是ヨリ漸ク一一平原トナリ、河道交リテ
草茂セリ、「アイズム」河橘ヲコエテ、午後二「ベンゼイム」駅一一歪Ⅱノ、此一一テ蘭ノ接伴掛ハ告別シテ去しり、
弓
米
欧
回
覧
実
記
』
七
日
薄
陰
一行は朝早く起きて、身じたくすると朝食後、早含に駅に向い、午前八時にはすでに車中にあった。
ベルリンへ向う日本使節を皇室の書記官シ・宍目圃言が案内する。かれはすでに当地に到着し、「オテル・ポーレ」に投宿して
いるのだが、自分がやって来た目的を使節に知らせるために、使節に伺候していた。
三
月
六
日
ハーグ
外交面では、所期の目的の一つである、修好聴問の使命は一応達したものの、条約改正交渉では日本側の希望を伝
え
、
オ
ラ
ン
ダ
政
府
の
反
応
を
見
る
に
と
ど
ま
り
、
さ
し
た
る
進
展
は
な
か
っ
た
。
結
局
、
巡
歴
中
に
各
国
と
試
み
た
改
正
交
渉
が
い
ず
れ
も
不
成
功
に
終
わ
っ
て
い
た
だ
け
に
、
日
本
側
と
し
て
は
過
大
な
期
待
も
要
求
も
せ
ず
、
後
日
の
交
渉
に
期
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
よ
うだ。しかし、外交的には不成功であっても、日蘭の友好親善を改めて強化することができたといえる。
な
が
よ
使節一行の中にいた、長与専斎（一八一一一八’一九○一一年、幕末・明治期の医学者）は、田中不二暦（理事官）の随
員
と
し
て
参
加
し
た
者
で
あ
る
が
、
欧
米
各
国
の
医
学
教
育
と
衛
生
制
度
の
調
査
研
究
を
担
当
し
た
。
長
与
は
《
大
使
随
行
の
み
ぎ
り
和
も
た
ら
蘭
ハ
ー
グ
に
て
親
し
く
憤
牛
接
種
の
方
を
観
て
深
く
心
に
喜
び
、
そ
の
器
具
一
式
を
調
い
受
け
て
腐
し
帰
り
ぬ
。
か
く
て
明
治
一
ハ
年
の
秋
と
う
か
よ
み
こ
自
ら
栖
牛
を
購
い
接
種
の
方
を
試
み
た
り
し
に
、
痘
順
豊
大
に
し
て
光
沢
あ
り
、
思
い
儲
け
し
一
」
と
な
が
ら
そ
の
好
結
果
を
欣
ぴ
た
り
し
よ
う
こ
う
し
し
と
う
び
し
《
う
き》（「松香私志」）と語っているが、このとき持ち帰った「痘苗製造機」をもって帰国後、「牛痘種継所」を衛生局
の
事
業
と
し
た
こ
と
な
ど
は
、
オ
ラ
ン
ダ
視
察
旅
行
の
医
学
面
で
の
大
き
な
収
穫
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
い
か
。
本稿は夏期休暇中に執筆したものであるが、先年渡蘭の折に採取したオランダの新聞記事が母体となっている。最
ル
ー
ト
近では『米欧回覧実記』を手にし、山石倉使節団の道筋や足跡をたどる人も出て来ているが、同使節団の追跡調査と海
外
の
新
史
料
の
発
掘
は
今
後
に
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
最
後
に
、
オ
ラ
ン
ダ
文
の
解
読
や
執
筆
の
段
階
で
多
く
の
人
た
ち
の
お
世
話
に
な
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
岩
倉
使
節
団
六
四
》
ざ
ぐ
ん
（配）
洋一取り巻いていたようで《駅傍ノ人民、ミナ蟻群シテ見物セリ》とある。
（”） 
か
く
し
て
岩
倉
使
節
団
の
十
二
日
間
に
わ
た
る
オ
ラ
ン
ダ
訪
問
の
旅
は
終
わ
っ
た
が
、
こ
の
間
一
行
は
諸
施
設
を
視
察
し
、
い
ろ
い
ろ
学び得るところも大きかったと思われる。が、わが国に持たらしたその成果となると、あまり見るべきものはなかつ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ったが、蘭文の義疑について教示を得た前学士院事務長の庄司光男氏、珍しい写真その他の情報をお送りいただいた
アムステルダムの実業家勝山光郎氏、ファン・アローイ女史、資料収集に便宜を与えられたオランダの各古文書館・
図書館に対し、記して感謝を表します。
一
九
八
七
・
八
・
三
○
注
Ｔ
）
田
中
鱒
『
脱
菰
の
畷
治
維
新
ｌ
岩
倉
使
節
団
を
瓊
う
旅
か
ら
』
の
十
三
賀
を
参
鵬
．
（２）ディルク・ド・グラーフ・ファン・ポルスブルック（巨鳥』の⑦３の廟ぐ呂田○一ｍ耳・の丙）は、’八三三年八月二十八日生ま
れ。二十歳になった一八五三年、パタピアで公証人をやっていたメインスセンのもとでしばらく仕事を手伝った後、’八五
ア
シ
ス
テ
ン
ヂ
七年出島のオランダ貿易会社の一一等商務員補として来日。一八五九年テクストル商会の仕事に従事したが、やがてドンヶ
ル・クルチウスによって横浜の駐日オランダ副領事に任じられた。一八六一年領事に昇進一八六三年総領事。一八六八年
弁理公使となる。横浜に滞在中、江戸の茶商人の娘小山おちよう（女中）との間に一子ピィテルをもうけた。ピィテルは一
八六一年七月八日纐浜で生まれ、一九○九年八月八日メナド（インドネシア中北部ｌ北スラゥェンの州繍）で没した．
ポルスブルックは帰国後の一八七○年五月、ポンヌ・エリザペト・ロイエルと結婚し、子供を六名もうけた。’八八五年
三月、貴族に列せられ、’九一六年六月一一十七日ハーグで死去（『ポルスプルックの日記』七三頁を参照）。
（３）ファン・デル・タック（量「・ぐ目：Ｈ目鼻）の伝記については詳らかにしない。オランダ貿易会社々員を経て、一八六七年
から七一一年まで横浜駐在オランダ領事を勤めた。（フォス美弥子訳『オランダ領事の幕末維新』（新人物往来社刊）を参照。
また、ハーグの古文書館に勤務するファン・アンローイ女史の教示によると、ファン・デル・タックの経歴は次のようなも
亀また、午
のである。
八六七年三月一日…・…：…勅令第九一号により神奈川領事に任命される。
八六九年一一月二十一一一日．…：勅令第四号により江戸の領事を兼任。
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’八七三年四月十二日………勅令第一一一号により依願退職承認される。
（４）フェイェノール卜（『の一］の：。ａ）のスティルチェ広場（のロの一二の呂一のご）あたりに在った船着き場を指すのか、不詳。
（５）ベディカー『ベルギー及びオランダ』（国の｜駒白己四目四・一一目□】口。］且冒碩晉の⑦『画且△冒亘・ｍＦＥｘのヨヮ日砠》函目：。。【
さ『『『画くの臣の日ご層『一因餌の。①斎『】のＳ）の一一一一五頁を参照。以下、注においてはベディカーの『白蘭旅行案内』と略記す
（
６
）
『
特
命
全
椒
大
使
米
欧
回
覧
実
記
』
（
博
聞
社
刊
）
の
五
十
三
巻
、
二
五
五
頁
’
（７）『大日本外交文書』（第六巻）の三○頁～一一一一頁を参照。
（８）文久元年（’八六一年）、幕府が欧州六ヶ国に派遣した使節竹内下野守一行のこと。
（９）ベディカーの『白閲旅行案内』三三九頁を参照。
（、）前掲樽の同頁を参照。
（ｕ）ハーグのプレイン（函の［国の旨）にある建物。今も紳士クラブとして用いられている。同クラブの理事としてのポンペの名
は、正面の階段を上って右手の壁に刻まれている。
（⑫）ベディカーの『白蘭旅行案内』三五○頁を参照。
（田）ペディカーの『白蘭旅行案内』三九一頁を参照。
（ｕ）ペディカーの『白蘭旅行案内』三七二頁を参照。
（過）前掲轡の三七八頁を参照。
（旧）ベディカーの『白蘭旅行案内』三六二頁を参照。
（ロ）・ヘディカーの『白蘭旅行案内』三七九頁を参照。
シ
ヨ
↑
また慶応四年（明治元年）春、｜」の「水晶官」において、日本の芸人による〃見せ物〃が行なわれた。どの位の期間連続
興業されたものか分らぬが、開液の広告が新聞（『アムステルダム新聞』？）に出ている。
広告の大見出しは《臨時ニュース》（ぐ。。『－．℃同国の凰臼）といった大袈裟なもので、日本帝国の一座が、競技・軽業・綱
渡り・こま回し・手品等を演じること。国民工業館（「水晶宮」）での初演は、一八六八年三月七日（土噸日）。入場料は五
る
｡ 『特命全楡大使米欧回覧実記』（博聞社刊）の五十三巻、二五五頁。
『大日本外交文書』（第六巻）の三○頁～一一一一頁を参照。
文久元年（’八六一年）、幕府が欧州六ヶ国に派遣した使節竹内下野守一行のこと。
ベ
デ
ィ
カ
ー
の
『
白
閲
旅
行
案
内
』
三
三
九
頁
を
参
照
。
（旧）前掲書の三七六頁参照。
（⑲）オランダ商事会社のことか。場所はへ１レンフラフト国の①『目日胃貫四六六番地。建物は健在。写真（銅版画）を参照。
（卯）ベディヵーの『白蘭旅行案内』に「村の右手に教会の塔のようなものが立っており、そこは銀器工場として知られている
所である。（一八一一一五年創立）。」とある。おそらくファン・ケンペンく目尻の目Ｃｇの工場を指すものと考えられる。
ａ）『大日本外交文播』（第六巻）の九八頁～九九頁を参照。
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十セント、いす席は一フロリン。木戸は七時に開くが、開演は八時（夜興業か？）とある。なお、原文は次のようなもので
ある。
ご○○宛沼○○弔閂の国両用目の弓・
幻扇Ｆ同国・の伜ぐシヱの閂向の。ｚの
【の旨のＨ］ご丙］い□回己の、彦
。の㈱巴⑪ロゴ四己》
ご
シ
ヱ
シ日田伊向弓同室・少、幻○口シ弓向Ｚ》【○○両ロロンヱ⑫同宛ぬ司○Ｆ１
の勺向Ｆ岡内の。。。。ｎ出向Ｐシシ丙、一向ＺＮ
」印［のごｏ◎厨房』」』臼、冒彦の［
甸少伊因届く。○閃く○Ｆ宍⑰くロ］『一
。ついシ弓ご宛Ｃ少の『三シシ丙『扇ｇ・
向日月のｍＣｎｍｐ厨ごｍ国一一の、『』・
シロロぐ田口、、ご『の。□の』の巨月ロ芝。『□の口冨ロ
『己『●ぬの○℃の。巳
（配）『特命全術大使米欧回覧実記』（第五十六巻１１普魯西部鉄道ノ記）を参照。
（
幻
）
岩
倉
使
節
団
が
オ
ラ
ン
ダ
滞
在
中
に
訪
れ
た
場
所
は
、
い
ず
れ
も
文
久
遺
外
使
節
ら
も
訪
れ
た
所
で
あ
る
。
い
ず
れ
同
使
節
に
つ
い
て
何
か
評
く機会もあろうかと思う。
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犯
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石
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『
明
治
初
期
の
国
際
関
係
』
の
九
一
頁
～
九
二
頁
を
参
照
。
（銅）ベディカーの『白蘭旅行案内』四○六頁を参照。
（型）前掲書の三七六頁とミシュラン『オランダ』の五八頁を参照。
（配）『アムステルダム新聞』（一八七三・三・七）にはぐ１）：由日。『曲の口［の自画員のぐの『ロの丙［ずの［ぬの困貝の、厨ロ日の目閏一○‐
ロ肴いぬの口◎ぐの『』の『国］『⑪９月君①頤口目『国の『｝ご・（金曜日の午前八時に、使節はライン鉄道のサロン式一等車でベルリンへ向
主要参考文献
『特命全櫓大使米欧回覧実記』（五巻）太政官少書記官久米邦武編修、御用刊行所、博聞社、明治十一年十月刊行。
蝋灘趨『特命全権大使米欧回覧実記』岩波書店、昭和五十四年十二月刊。
『脱亜の明治維新ＩＩ岩倉使節団を追う旅から』田中彩箸、日本放送出版協会、昭和五十九年一一一月刊。
『岩倉使節団』田中彩箸、識淡社、昭和五十二年十月刊。
『岩倉使節の研究』大久保利鎌編、宗高轡房、昭和五十一年十二月刊。
『オランダ領事の幕末維新』フォス美弥子訳、新人物往来社、昭和六十二年八月刊。
『大日本外交文書』（第一、四、六巻）外務省調査部編纂、日本国際協会、昭和十一年～十四年刊。
『木戸光允日記』（非売品）、昭和六年六月刊。
『岩倉公実記』（中巻）、多田好問編、原書房、昭和四十三年五月刊。
『伊藤博文伝』（上巻）、春畝公追頌会編、原書房、昭和四十五年九月刊。
『松本順自伝・長与専斎自伝』小川鼎三・酒井シズ校注、平凡社、昭和五十五年九月刊。
け
て
出
発
す
る
）
と
あ
る
。
中村尚美「木戸孝允のもたらせるもの」弓日本歴史』第五十九号）。
渡辺鍵次郎「木戸孝允の欧米巡遊とその成果」弓日本歴史』第三十七号）。
伊香輪純子「岩倉全権大使の条約改正交渉」弓歴史教育』第九巻第一号）。
安岡昭男「岩倉使節の派遣とその成果」（『歴史教育』第十四巻第一号）。
【閏一国四のこの笄の同ｚＣ耳豈のＨｐＣのＨＢ凹口望・の〆○一臣」ご館（ずの閃冨曰①一伊ロロ・国、。□す。。声［貝日日ぐの一一の『⑪》宍凹ユ国抄の』の丙の『田ロケ屋⑪弓日。］旨い．
］・員目凹一『目ざｐこのの『。】鳥○の○『：湧く：田Ｃｌ、耳○の房］恩ゴー〕召Ｐぐ目の。Ｒ巨曰》シ⑩の①。、富目印日ｎ頁〕や召・
肝⑩⑩の巳已の、国｝①色⑪四．一一四口９Ｆ】ず『巴ユの四目Ｃ声の戸Ｐ桿爵Ｃ・
冨旨二島己四○房目の》勺目目冨芦目の一首．］⑨ご・
シ日切〔の３ｍ目⑫、ロのＤＣ目印ロ庁（届『単・函・画、～四・ｍ）
ｚ』の自己の内。言曾旦、曰の。汀のｎＣＥ日曰庁（』⑤『山・画・画切～単・函）
Ｐの】己⑩向昏のＯＣＰ肘四口【Ｃ函『函・輯・宙切１１⑭。⑫）
⑫○ず】のロ四円己叩○ゲのｎｏロ『伊ロ庁（］⑭『四・四・酉切くｊ算⑫）
、ほぃ『』の⑩Ｆ四目ロ〕田冒Ｆ８。①厨。【【ずの旨の嘗宛の⑩８日ごＣ旨ご少曰の己。図〉目豈の国○戸巨ｍｍａＣ宅円の⑩の百」ｃい】・
【回『一国Ｐの□の弄の列国の一函ご日四口□四○一」Ｐロ旦曰、冒昌■、の３コローニロロ言琶Ｃ馬Ｆ臣洪①ヨワ○員餌四■ローす。。【ざ『『『画くの二日、》【、『一国：』の戸貝
宅巨ワー肘声のＨ》』・』Ｐ
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BriefNotesonthelwakuraMissioninthe 
Netherlands． 
ThedispatchofPrincelwakura'ｓｅｍｂａｓｓｙｔｏＡｍｅｒｉｃａａｎｄ 
Ｅｕｒｏｐｅｉｎｌ８７１ｗａｓｏｎｅｏｆｔｈｅｒｅｍａｒｋａｂｌｅｅｖｅｎtsinthemodern 
historyofJapan・Theideaofsendingamissionabroadoriginated
withShigenobuOkuma（1838-1920)whowasGaikokukanfUkuchiji 
（i､ｅ､vice-ministerofForeignAffairs)ｉｎ1869.Inhisyoungerdays 
atNagasaki，ｗｈｅｒｅＯｋｕｍａｗａｓｓｅｎｔａｓａｓｅｌｅｃｔｅｄｓｔudentofthe 
Sagaclan,heattendedlecturesinpolitics,economicsandjurispru‐ 
dencegivenbyamissionarynamedGuｉｄｏＨＦ､Verfeck（1830-98)， 
anAmericanofDutchextraction・
ThismissionarycameuptoYeddo（presentdayTokyo）ｉｎｌ８６９ 
ｏｎｔｈｅｉｎｖｉｔａｔｉｏｎｏｆｔｈｅｎｅｗｌmperialGovernmenttoactasaadvi‐ 
sortothegovernment・Hewasoftenaskedhisopinionsconcerning
conditionsabroadltwasjustbefbreorafterJunel869thatOkuma 
hadaninterviewwithVerfeck,onwhichoccasionOkumaexpressed 
hislong-cherishedideaofsendingamissiontoAmericaandEurope、
AlittlelaterVerfeckprivatelysenttohisformerstudentandfriend， 
Ｏｋｕｍａ，apropositionknownas‘abriefsketch，inwhichthefull 
particularsoftheplanwerewritten・Verfeckassertedemphatically
theimportanceofobservingforthemselvestheactualstateofaffai‐ 
rsintheWestinordertounderstandWesterncultureandinstitutio‐ 
ns・Ｔｗｏyears，however，passedwithoutOkuma'ｓｉｄｅａｓｂｅｉｎｇｒｅａｌｉ－
ｚｅｄｗｈｉｌｅｔｈｅｇｏvernmentwasembarrassedbytheappｒｏａｃｈｏｆｔｈｅ 
ｔｉｍｅｆｏｒｔｈｅｒｅｖｉｓｉｏｎｏｆalltheforeigntreaties・Ｉｔｓｅｅｍｅｄｔｏｂｅｓｔｉｌｌ
ｐｒｅｍａｔuretodispatchamissionbecausethｅｉｄｅａｓｏｆｔｈｅｇｅｎｅｒａ］ 
publicwereinconfusionandthecountryitselfwasinsocialturmoil 
７１ 
fbllowingtheRestration・ＴｈｅJuniorPrimeMinisterTomomilwa‐
ｋｕｒａ（1825-83)learntbychanceofVerfeck'ｓproposition，ａｎｄｈｅ 
ａｓｋｅｄｈｉｍｔｏｃａｌｌｏｎｈｉｍ・Ｉｔｗａｓｏｎｔｈｅ２６ｔｈＯｃｔ・ｌ８７１ｔｈａｔｌｗａｋｕｒａ
ｈａｄａｎｉｎｔｅｒｖｉｅｗｗｉｔｈｈｉｍ，askingaboutthecontentsof‘abrief 
sketch，、WhentheEmbassywasorganizedaccordingtoVerfeck，ｓ
ｓｕｇｇｅｓｔｉｏｎｓａｎｄｗａｓａｂｏｕｔｔｏｌｅａｖｅＹＯｋｏｈａｍａｆｏｒＡｍｅrica，Ｏｋｕｍａ 
ｗａｓ,contrarytohisexpectations,ｒｅｍｏｖｅｄｆｒｏｍｔｈｅｍｅｍｂｅｒｓｏｆｔｈｅ 
ｍｉｓｓionbyajointconspiracyoftheSatsumaandtheChoshuclans、
ＩｗａｋｕｒａｗａｓｏｒｄｅｒｅｄｔｏｂｅｔｈｅＣｈｉｅｆＡmbassadoroftheEmba‐ 
ssybytheemperor・Thechiefobjectofthemissionwastopresenta
messagefromtheemperorｔｏｔｈｅｐｒｅｓｉｄｅｎｔｏｒｔｈｅｋｉｎｇｓｉｎＡｍｅｒｉ‐ 
ｃａａｎｄＥｕｒｏｐｅａｓｗｅｌｌａｓｔｏａｓｃｅｒｔａｉｎｔｈｅｉｎｔｅｎｔｉｏｎｓｏｆｔｈｅｔｒｅａｔｙ 
ＰｏｗｅｒｓandtoinvestigateWesternsocietyｉｎｔｅｒｍｓｏｆｉｔｓｌｅｇａｌ， 
social,cultural,andmilitaryconditionswithaviewtoplacingJapan 
onanequalbasiswiththeadvancedWesterncountriesiｎｔｈｅｆＵｔｕｒｅ 
ＴｈｅＪａｐaneseEmbassy,whichiscommonlycalledtheTwakum 
shisetsudan，（Ｌｅ・thelwakuraMission)，wascomposedofone
hundredandseve、Japanese，ofwhomforty-nineconstitutedthe
Embassy，theothemsconsistingoffifty-threeofficials，servantsand 
studentsstudyingabroad 
ThechiefmemberscomposingtheEmbassywereasfOUows： 
ＡｍｂａｓｓａｄｏｒＥｘｔｒａｏｒｄｉｎａｒｙ 
ＮＡＭＥＡＮＤＲＡＮＫＯＦＦＩＣＩＡＬＰＯＳＩＴＩＯＮ 
ＳｉｏｎｉｉＴＯＭＯＭＩＩＷＡＫＵＲＡ………..………･…JuniorPrimeMinister 
（Shonii＝thejuniorthirdorderofcourtrank） 
Vice-AmbassadorsExtraordinary 
JｕｓｓａｍｉＴＡＫＡＹＯＳＨＩＫＩＤＯ…….．……･………………CouncilofState 
（Jussammi＝thejuniorthirdorderofcourtrank） 
ＪｕｓｓａｍｍｉＴＯＳＨＩＭＩＴＳＵＯＫＵＢＯ…･……………・MinisterofFinance
7２ 
ＪｕｓｈｉｅＨＩＲＯＢＵＭＩＩＴＯＨ………ActingMinisterofPublicWOrks 
（Jushie＝thejuniorfburthorderofcourtrank） 
ＪｕｓｈｉｅＮＡＯＹＯＳＨＩＹＡＭＡＧＵＣＨＩ……AssistantMinisterofForeign 
Afftlirs 
FirstSecretaries 
ＹＡＳＵＫＡＺＵＴＡＮＡＢＥ……．.…………･DepartmentofForeignAffairs 
NORIＹＵＫＩＫＡＨ…………………･………･………………………………･jbjtノ
ＡＴＳＵＮＯＢＵＳＨＩＯＤＡ……………･…･………･………･…･……………・肋”
（ＳＡＢＵＲＯＯ） 
ＧＥＮＩＣＨＩＦＵＫＵＣＨＩ………………………………………………………”が
SecondSecretaries 
ＨＩＲＯＭＯＴＯＷＡＴＡＮＡＢＥ……･･…･…DepartmentofForeignAffairs 
TOSAＢＵＲＯＨＡＹＡＳＨＩ………･…………………･………………･…･･･めれ
（ＴＡＤＡＳＵ） 
ＫＥＩＪＩＲＯＮＡＧＡＮＯ………･……･……………………･………･……..…ｊ､〃
ＲＯＫＵＳＡＢＵＲＯＹＡＭＡＮＯＵＣＨＩ･………･……………………………・jbjtノ
ＴｈｉｒｄＳｅｃｒｅｔａｒｉｅｓ 
ＫＡＮＤＯＫＡＷＡＪＩ…･･…………………・DepartmentofForeignAffairs
FourｔｈＳｅｃｒｅｔａｒｉｅｓ 
ＤＡＤＡＴＳＵＮＥＡＮＤＯ……..…………・DepartmentofForeignAffairs
MASAＹＯＳＨＩＩＫＥＤＡ…･･………………･……DepartmentofEducation 
PrivateSecretarytoChiefAmbassador 
ＹＡＳＵＮＡＫＡＧＯＴＳＵＪＩ..………………･…………BoardofCeremonies 
CommissionersconnectedwiththeAmbassadors 
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ＹＡＳＵＳＨＩＮＯＭＵＲＡ･…･………………･DepartmentofForeignAffairs 
TADAＫＡＴＳＵＵＴＳＵＭＩ…………SecretarytotheGovernorofHiogo 
NＯＢＵＴＯＳＨＩＮＡＫＡＹＡＭＡ…･…･…･…………ＶｉｃｅＧｏｖｅｒｎｏｒｏｆＨｉｏｇｏ 
ＹＡＳＵＫＡＺＵＹＡＳＵＢＡ……………DuputyCommissionerofRevenue 
TAKＥＩＣＨＩＫＵＭＥ…･･……………………………………･…ＴｈｅCabinet 
（ＫＵＮＩＴＡＫＥ） 
Ｋｕｍｅｗａｓａｎａｕｔｈｏｒａｎｄｅｄｉｔｏｒｏｆ‘Tokumei-zenken-taishiBei-
okwairanzikki'(infivevolumes)publishedinthellthyearofMeiji 
(1878)bytheHakubunsha,Tokyo・Thisisaveryinterestingaccount
ofthetravelstotheUnitedStatesandEuropeofAmbassadorlwa‐ 
kuraandhisretinueandtheirkeenobservationsduringthejourney・
ＴＡＫＡＹＵＫＩＳＡＳＡＫＩ……ActingMinisteroftheJudicialDepａｒｔｍｅｎｔ 
ＪｕｓｈｉｅＡＫＩＹＯＳＨＩＹＡＭＡＤＡ･…･……･Brigadier-GeneraloftheArmy 
JussａｍｍｉＭＩＣＨＩＴＯＭＩ 
ＨＩＧＡＳＨＩＫＵＺＥ………………ChiefChamberlainoftheImperialCｏｕｒｔ 
ＴＡＭＥＹＯＳＨＩＨＩＤＡ･･……………………・CommissionerofDockyards
（ＨＡＭＡＧＯＲＯ） 
ＦＵＲＵＵＵＲＩＵ………．.…………･……………………MinistryｏｆＲａｉｌｗａｙｓ 
ＭＩＴＳＵＡＫＩＴＡＮＡＫＡ…………………………HeadofRegisterOffice 
FUⅡＭＡＲＯＴＡＮＡＫＡ…………………DepartmentofEducationetc,、
Onthe23rdofDecemberinl87Lthesteamer`America'carry-
ingthelwakuraMissionleftYokohamafOrAmericaandarrivedon 
themomingofJanuaryl5thatSanFrancisco・Afterthat，touring
throughtheUnitedStates，England，FranceandBelgium，the 
EmbassyleftAntwerpinBelgiumｏｎｔｈｅ２４ｔｈＦｅｂｒｕａｒｙｉｎｌ８７３ｆｂｒ 
Ｈｏｌｌａｎｄ・ＷｈｅｎｔｈｅＡｍｂａｓｓａｄｏｒａｎｄｈｉｓｒｅｔｉｎｕｅarrivedatRoose
ndaalinHolland，theywerereceivedbyGraefｆｖａｎＰｏｌｓｂｒｏｅｋａｎｄ 
ｖａｎｄｅｒＴａｋｗｈｏｗｅｒｅｉｎｃｈａｒｇｅｏｆｔｈｅｒｅｃｅｐｔｉｏｎｃｏｍｍｉｔeeandset 
outagainontheirjourney・
Ｗｈｅｎｔｈｅｔｒａｉｎａｒｒｉｖｅｄａｔｔｈｅｔｅｒｍｉｎａｌｓｔａｔｉｏｎｏｆｔｈｅ‘Holla‐ 
ndscheSpoorweg，（i､ｅ、DutchRailway）inRotterdam,theAmbassa‐
７４ 
ｄｏｒａｎｄｈｉｓｓｔａｆｆｗｅｎｔａｂｍａｄａｒｉｖｅｒｂoatandcrossedtheMaas・Ｏｎ
ａｒｒｉｖｉｎｇａｔｔｈｅｗｈａｒｆｏｎｔｈｅｏｔｈｅｒｓｉｄｅｏｆｔｈｅｒｉｖｅｒ,ｔｈｅｙｓｔａｒｔｅｄｆｂｒ 
`DelftschePoort'（i､ｅ・ｔｈｅｍｉｌｗａｙｓｔａｔｉｏｎｏｆ`HollandsheSpoorweg
inRotterdam）inseparatecarriages・Hereagaintheygotaboarda
trainboundfbrtheHagueandAmsterdamltwaｓａｔ８:２０ｐ．ｍ．when 
theEmbassyfinallyarrivedat‘StationHollandscheSpoorweg,ｉｎ 
ｔｈｅＨａｇｕｅ，wheretheyweregreetedbymanyDutcｈａｎｄｔｗｏｓｅｃre‐ 
tariessentfiPomtheJapaneseLegationinBerlinAftertakinga 
shortrestinthestation,theyrodeinseparatecarriagesandｗｅｎｔｔｏ 
`H6telPaulez，preparedfOrtheJapanesebytheDutchgovernment・
Itsnowedonthe25thofJanuary,Ａｔａｂｏｕｔ３ｐ・mfivecarriages
sentbythelmperialHouseholdOfficeａｒｒｉｖｅｄａｔｔｈｅ‘H6telPaulez, 
togetherwithGraeffvanPolsbroek,vanderTakandSchouburg(Ｌ 
ｅ､vice-GrandMasterofCeremonies)ｔｏｃｏｎｄｕｃｔｔｈｅＥｍｂａｓｓｙｔｏｔｈｅ 
ＲｏｙａｌＰａｌａｃｅｔｏｂｅｇｒａｎｔｅｄａｎａｎｄｉｅｎｃｅｂｙｔｈekingThechief 
Ambassadorlwakura，vice-ambassadorsltoh，Kido，Okuboand 
Yamaguchi，ｔｈｅｆｉｒｓｔｓecretaryTanabe，thefourthsecretaryAndo 
rodeinseparatecarrlagesescortedbyacavalrysquadWhenthey 
arrivedthere,ｔｈｅｙｗｅｒｅｗｅｌｃｏｍｅｄｂｙｔｈｅｌｍｐｅｒｉａｌＧuardswhopre‐ 
sentedarms,andamusicalbandTheGrandMasteroｆＣｅｒｅｍｏｎｉｅｓ 
ｃａｍｅｏｕｔｉｎｐｅｒｓｏｎｔｏｇｒｅｅｔｔｈｅｍａｔｔｈｅｄｏｏｒａｎｄｓｈｏｗｅｄａｌｌｔｈe 
personｓｔｏｔｈｅａｕｄｉｅｎｃｅｃｈａｍｂｅｒｗｈｅｒｅＫｉｎｇＷｉｌｌｅｍｔｈｅＴｈｉｒｄａｎｄ 
ｈｉｓｃｏｕｒｔｗｅｒｅｓtandingtomeetthemAfterexchangingmutual 
greetingstheEmbassyretｉｒｅｄｆｒｏｍｔｈｅｃｈａｍｂｅｒａｎｄｗｅｎｔｂａｃｋｔｏ 
ｔｈｅｈｏｔｅＬＡｔ９ｐｍ・adiplomaticreceptionwasheldbytheForeign
MinisteratwhichtheJapanesepresentedthemselves、
Ｉｔｒａｉｎｅｄｉｎｔｈｅｄａｙｔｉｍｅｂｕｔｓｔｏｐｐｅｄｒａｉｎｉｎｇｉｎｔｈｅｅｖｅｎｉｎｇｏｆ 
ｔｈｅ２６ｔｈｏｆＦｅｂｒuary，theJapanesemissionwenttoRotterdamto 
inspecttheNederlandscheStoombootMaatschappij’（i､ｅ・Dutch
SteamshipCompany）atFeijenoordAmongtheinstitutionsthe 
Japaneseobservedwithgreatinterestwereshipyards,machinetoo‐ 
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AmsterdamaccompaniedbyGraeffvanPolsbroeｋａｎｄｖａｎｄｅｒＴａｋ 
ａｎｄｖｉｓｉｔｅｄｔｈｅ`HetPaleis'（i､etheRoyalPalace）andartmuseums， 
ｔｈｅｎａｍｅｓｏｆｗｈｉｃｈｒｅｍａｉｎｕｎｋｎｏｗｎ・Aftervisitingtheseplacesthe
partyofsightseershadlunchatthe‘AmsterHotersituatedatTulD 
PleinNo.LAndthentheyvisitedthe`PaleisvoorVolksvlijt'（i､e,the 
CrystalPalace）intheFrederiks-PleinAfterthisthevisitorswentto 
thefamousgrindｅｒｙｏｆｄｉａｍｏｎｄｓｏｗｎｅｄｂｙＭＥ・CosterinZwane‐
nburgerstraatNo､１２BesidestheseplacestheJapanesemostproba‐ 
blyvisitedorcaughtaglimpseofthefOllowingbuildings;ｔｈｅ`Rijks 
MarineDok,（i・eRoyalNavalHarbour)，theJewishSynagogues，
theBankofAmsterdamandtheHollandscheHandelmaatschappij， 
(i､ｅ・theDutchTradingCompany)inHeerengrachtNo､466．After
finishingatourofobservationthroughthecity,theyattendedthe 
dinnerpartyheldｉｎｔｈｅｉｒｈｏｎｏｕｒｂｙｖａｎｄｅｒＴａｋ，ｒｅｔｕｒｎｉｎｇｔｏｔｈｅ 
Ｈａｇｕｅｂｙｔｈｅｌａｓｔｔｒａｉｎａｔ９:３０ｐ．ｍ． 
Ｉｔｗａｓａｂｉｔｃｌｏｕｄｙｏｎｔｈｅ３ｒｄｏｆＭａｒｃｈＳｏｍｅｐｅｒｓｏｎｓｏｆｔｈｅ 
ＥｍｂａｓｓｙｗｅｎｔｔｏＶoorschotensome5milesintheNortheastofthe 
Haguetovisitthe`KoninklijkNederlandschFabriekvangoudenen 
zilveren,（i､eRoyalDutchManufactureofgoldandsilverwares） 
andatnighttheEmbassypresentedthemselvesatadinnerparty 
heldbytheForeignMinister，ＡｓｒｅｇａｒｄｓｔｈｅｒｅｓｔｏｆｔｈｅＥｍｂａｓｓｙ， 
theyweregrantedanaudienceagainbyPrinceFrederikat2:３０ｐ 
ｌＴＬ 
Ｔｈｅｓｋｙｗａｓｏｖｅｒｃａｓｔｗｉｔｈｔｈｉｎｃlｏｕｄｓｏｎｔｈｅ４ｔｈｏｆＭａｒｃh・The
ChiefAmbassadorlwakura，vice-ambassadorltoh,thefirstsecretary 
TanabeandinterpreterKurimotocalledontheForeignMinister（i、
eGerichedeHerwynen）athisForeignOfficetodiscusstherevi‐ 
sionofthetreaty、ThemimstersaidtheDutchGovernmentwas
contentedwiththestatusquoａｎｄｈａｄｎｏｉｎｔｅｎｔｉｏｎｏｆｃｈａｎｇｉｎｇｔｈｅ 
treatyBesideshedemandedthatJapanshouldsimplifyforeigntra‐ 
｡e，ｇｉｖｅｈＦｅｅｔｒａｖｅｌｉｎｔｈｅｉｎｔｅｒｉｏｒｏｆｔｈelandfOrfOreigners，ｏｐｅｎ 
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morefreeports，andliftthebanonChristianity､Ｔｈｅｏｔｈｅｒａｍｂａ‐ 
ssadorshadanaudiencewithPrinceFrederikat2:３０ｐ．ｍ．ａｎｄｗｅｒｅ 
ｉｎｖｉｔｅｄｔｏｄｉｎｎｅｒａｔＧｒａｅｆｆvanPolsbroek'ｓａｓｗｅｌｌａｓｔｏａｎｅｖｅｎｉｎｇ 
ｐａｒｔｙａｔＤｒ・PompevanMeerdervoort'ｓ
Ｏｎｔｈｅ５ｔｈｏｆＭａｒｃｈ，ａｍｉｓｔｌａｙｔｈｉｃｋｏｖｅｒｔｈｅＨａｇｕｅｉｎｔｈｅ 
ｍｏｒｎｉｎｇｂｕｔｉｔｂｒｏｋｅｕｐａｎｄｂｅｃａｍｅｃｌｏｕｄｙｂｙａｆｔｅrnoon、Some
ambassadorsvisitedScheveniｎｇｅｎａｎｄｓｐｅｎｔａｌｏｎｇｔｉｍｅｏｎｔｈｅ 
ｂｅａｃhwhileviceambassadorKidoandhisretinueaccompaniedby 
vanderTakwenttoAmsterdamandvisited`NoordzeeKanaal，（i､e 
NorthseaCanal）whichwasstillunderconstructionandstudied 
breakwaters，canals，sluicegates，lockgatesandwaterhouses・The
partyalsovisited`HoflithografenTresling＆Ｃ`'（i､ｅ・Treshnglitho‐
graphicprintingcompanyunderroyalpatronage）andmspected 
everythingwithgreatinterest、TheEmbassyandotherswereinvi‐
ｔｅｄｔｏａｄｉｎｎｅｒｐａｒｔｙｈｅｌｄｂｙＰｒｉｎｃｅｎ｢ederikinthe‘ＨｕｉｓｄｅＰａｕｗ， 
(しｅ・theHouseofPeacock)ａｔnight，
Ｉｔｗａｓｓｌｉｇｈｔｌｙｃｌｏｕｄｌｙｏｎｔｈｅ７ｔｈｏｆＭａｒｃｈＴｈｅｌｗａｋｕraM 
issionlefttheHaguefOrBerlinａｔ８ａ．ｍ．bytheRheinrailway､When 
thetrainalTivedatBentheim,abordertowninPrussia，Graeffvan 
POlsbroekandvanderTakbadefarewelltotheJapaneseandwere 
replacedbythePrussianreceptioncommittee・
ＴｈｕｓｔｈｅｔｗｅｌｖｅｄａｙｓｏｆｔｈｅｔｒｉｐｏｆｔｈelwakuraMissioninHoUand 
wasover・TheMissionlearnedagreatdealfromtheirtourofinspe‐
ctiontherebuttheresultsfellshortoftheirexpectationsTheycou‐ 
ldstrengthenthetiesoffriendshipbetweenJapanandtheNethe‐ 
rlands,ｂｕｔｔｈｅｙｃｏｕｌｄｎｏｔａｒｒｉｖｅａｔａｎｕｎｄｅｒstandingabouttherevi‐ 
sionofthetreaty、Ｎｏｔｍｕｃｈｉｓｋｎｏｗｎａｂｏｕｔｗｈａｔｔｈｅｙｂｒｏｕｇｈtto
JapanfromthistripbutitissafｅｔｏｓａｙｔｈａｔＤｒ､SensaiNagayo（1838 
-1902)renderedgreatserviceinthemedicalworldofJapan・Ａｓａ
ｍｅｍｂｅｒｏｆｔｈｅＭｉｓｓｉｏｎｈｅｗａｓｅｎｇａgedininvestigatingbothmedi‐ 
caleducationandsanitarysystemswhiletraveling・Whilestayingin
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theHaguehehadanopportunitytowitnessvaccinationsandthis 
impellｅｄｈｉｍｔｏｂｒｉｎｇｈｏｍｅａｌｌｔｈｅａｐｐｌｉａｎｃesusedforinoculation 
Soonafterreturninghomefromhislongjourneyｉｎｔｈｅａｕｔｕｍｏｆ 
ｌ８７３,heestablishedaninstitutioncalledCyutoshukeijo'(i､ｅ､Ｃｏｗ← 
boxvaccinefarm）wherebovinevaccinewasmadeandinoculated， 
usingtheappliancesthathebroughthomefromHolland、Ｔｈｉｓ
ｍｉｇｈｔｂｅｔｈｅｖｅｒｙｃａｓｅｔｈａｔｔｈｅｔourofinspectionintheNetherla‐ 
ndsbroughtamedicalbenefittoJapan・
ＩｎｗｒｉｔｉｎｇｔｈｉｓｅｓｓａｙＩｃｏｕｌｄｍａｋｅｕｓｅｏｆｔｈｅＤｕｔｃｈＰｒｅｓｓＮｅｗｓ 
ｒｅｌａｔｅｄｔｏｔhelwakuraMissionasnewmaterialsｆｏｒｔｈｅｓｔｕｄｙｏｆｔｈｅ 
ＥｍｂａｓｓｙｉｎＨｏｌｌａｎｄＦinallylwouldliketothanktheMunicipal 
ArchivesinAmsterdam，ＬｅｙｄｅｎａｎｄｉｎｔｈｅＨａｇｕｅｆｏｒｔｈｅｉｒｖａｎous 
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